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第 1 章

概要

•はじめに（1ページ）
•インストールワークフロー（1ページ）

はじめに
このガイドでは、Microsoft Hyper-VにCisco HyperFlex Systemをインストールおよび設定する方
法について説明します。

VMware ESXiに Cisco HyperFlexシステムをインストールするには、次のサイトにあるインス
トールガイドを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/
hyperflex-hx-data-platform-software/products-installation-guides-list.html

Cisco HyperFlex Systems for Edge (リモートオフィスおよびブランチオフィス)をインストール
するには、https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/
hyperflex-hx-data-platform-software/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlにある展
開ガイドを参照してください。

インストールワークフロー
以下の図と表は、インストールワークフローの概要を説明しています。
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参照先説明タスク

を参照してください。 Cisco
HyperFlexノードの設置（125
ページ）

HyperFlexノードをラックし、
Cisco UCSファブリックイン
ターコネクト (FIs)をセット
アップします。

インストール前

インストール前のタスク概要インストール前のチェックリ

ストに記入します。

HXデータプラットフォーム
インストーラの展開（17ペー
ジ）

Hyper-Vクラスタの展開（25
ページ）

Microsoft Hyper-V Managerを
使用した HXデータプラット
フォームインストーラ展開

HXデータプラットフォーム
インストーラを使用してCisco
UCS Managerを設定します。

Windows Serverと Hyper Vを
インストールし、HXデータ
プラットフォームを展開し

て、最初のクラスタを作成し

ます。

Windows Serverと Hyper Vを
インストールし、HXデータ
プラットフォームを展開し

て、最初のクラスタを作成し

ます。

インストール

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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参照先説明タスク

クラスタ拡張—コンバージド
ノード（67ページ）

最初のデータストアを作成す

る（42ページ）

HXクラスタ設定後のタスク。インストール後

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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第 2 章

インストール前の情報

•インストール前の情報（5ページ）

インストール前の情報
インストールを簡単にするために、インストール時に必要な次の情報を収集します。次の場所

から編集可能なプレインストール情報シートの PDFをダウンロードします。

Cisco HyperFlex Systemsプレインストール情報シート

グローバル情報

DNS Server 1Cisco UCS Managerバージョ
ン

DNS Server 2NTPサーバ 1（NTP Server 1）

ドメイン名（AD）NTPサーバ 2

SCVMMホストタイムゾーン

SMTP

ファブリックインターコネクトの情報

説明パスワード[ユーザ名
（Username）]

HostnameIPアドレスコンポーネン

ト

adminFI VIP

adminFI-A

adminFI-B

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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説明パスワード[ユーザ名
（Username）]

HostnameIPアドレスコンポーネン

ト

最低でも 1 ip
prの状態で FI
mgmtと同じサ
ブネットであ

る必要があり

ます。HX
ノード

IP-Ext-Mgmt：
（範囲）

EXT mgmtと
FI mgmt

サブネット

EXT mgmtと
FI mgmt

デフォルト

ゲートウェイ

HXインス
トーラ

HXインス
トーラサブ

ネット

HXインス
トーラゲート

ウェイ

HXインストーラ情報

MACプールプレフィックス（00: 25:B5）

ライ

ブ移

行デ

フォ

ルト

ゲー

ト

ウェ

イ

ライ

ブ移

行：

サブ

ネッ

ト

ライ

ブ移

行：

サブ

ネッ

ト

（オ

プ

ショ

ン）

ライ

ブ移

行 IP

デー

タデ

フォ

ルト

ゲー

ト

ウェ

イ

Data
Subnet
Mask

HXコ
ント

ロー

ラ

デー

タ IP

ノー

ド

デー

タ IP

管理

デ

フォ

ルト

ゲー

ト

ウェ

イ

Management
Subnet
Mask

ノー

ド管

理 IP

HostnameHXの
ノー

ドホ

スト

名

ノー

ド 1

ノー

ド 2
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ライ

ブ移

行デ

フォ

ルト

ゲー

ト

ウェ

イ

ライ

ブ移

行：

サブ

ネッ

ト

ライ

ブ移

行：

サブ

ネッ

ト

（オ

プ

ショ

ン）

ライ

ブ移

行 IP

デー

タデ

フォ

ルト

ゲー

ト

ウェ

イ

Data
Subnet
Mask

HXコ
ント

ロー

ラ

デー

タ IP

ノー

ド

デー

タ IP

管理

デ

フォ

ルト

ゲー

ト

ウェ

イ

Management
Subnet
Mask

ノー

ド管

理 IP

HostnameHXの
ノー

ドホ

スト

名

ノー

ド 3

ノー

ド 4

ノー

ド 5

ノー

ド 6

ノー

ド 7

ノー

ド 8

Microsoft
クラ

スタ

名

HX
接続
UI

HX
ファ

イル

クラ

スタ

名

VLAN情報

選択された VLAN IDDefault VLAN ID名前使用法

3091hx-inband-mgmt管理
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選択された VLAN IDDefault VLAN ID名前使用法

3092hx-storage-datastorage-data

3093hx-livemigrateライブ移行

3094vm-networkVMネットワーク

Hyper-V情報

HXクラスタ名（HX Cluster Name）

Hyper-Vクラスタ名

制限された委任

識別名

hxadminパスワード
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第 3 章

インストール前のチェックリスト

•システム要件（9ページ）
•注意事項と制約事項（14ページ）
•インストール前のタスク概要（14ページ）

システム要件

ハードウェア要件

説明要件

Cisco HyperFlex M5コンバージドノード：

•すべてのフラッシュ—Cisco HyperFlex
HXAF240c M5、HXAF220c M5

•ハイブリッド—Cisco HyperFlex HX240c
M5、HX220c M5

Cisco HXデータプラットフォームサーバ

CiscoUCSファブリックインターコネクト (FI)
6200および 6300

4.0 (1b)以降、Cisco UCSファブリックイン
ターコネクト (FI) 6400

Cisco UCSファブリックインターコネクト
（FI）

Microsoft Hyper-Vのソフトウェア要件
ソフトウェア要件には、互換性のある Cisco HyperFlex Systems（HX）コンポーネントおよび
Microsoft Hyper-V (Hyper-V)コンポーネントのバージョンを使用していることを確認するため
の検証が含まれています。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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HyperFlexソフトウェアのバージョン

HXコンポーネント（Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および
Cisco UCSファームウェア）は、別個のサーバにインストールされます。HXストレージクラ
スタ内で使用される各サーバの各コンポーネントに互換性があることを確認します。

• Cisco HyperFlex M5コンバージドノード:ハイブリッド (Cisco HyperFlex HX240c M5、
HX220c M5)およびすべてのフラッシュ (Cisco HyperFlex HXAF240c M5、HXAF220c m5)
について、Cisco UCS Manager 4.0 (2b)がインストールされていることを確認します。HX
4.0 (1a)は、すべての NVMe (HXAF220C M5SN)ノードで Hyper-vをサポートしていませ
ん。インストール要件および手順に関する詳細は、『Microsoft Hyper-Vの Cisco HyperFlex

システムインストールガイド』を参照してください。

表 1 :サポートされている Hyper-V上のM5サーバ HyperFlexソフトウェアのバージョン

M5推奨サーバファームウェアHyperFlexリリース

4.0 (4h)4.0(2b)

4.0 (4g)4.0(2a)

4.0 (4e)4.0(1b)

4.0 (4e)4.0(1a)

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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表 2 :サポートされるMicrosoftソフトウェアバージョン

バージョンMicrosoftコンポーネント

Windows Server 2016Datacenterコアおよびデス
クトップエクスペリエンス。

Windows Server 2016 Datacenter Core
&Desktop Experienceでは、Windows
2016 ISOイメージは少なくとも
Update Build Revision (UBR) 1884であ
る必要があります。

（注）

Windows Server 2019 Datacenter-デスクトップ
の体験は、HXDP4.0.1 (a)以降からサポートさ
れています。

Windows Server 2019 Desktop
Experienceでは、Windows 2019 ISO
イメージは少なくとも Update Build
Revision (UBR) 107である必要があ
ります。

（注）

Windows Server 2019 Datacenter-Coreは現在サ
ポートされていません。

また、以下は現在サポートされていないこと

に注意してください。

ISOおよび Retail ISOをアクティベートした
OEMは現在サポートされていません。

Windows 2012r2などのWindowsサーバの以前
のバージョンはサポートされていません。

ISOの英語以外のバージョンはサポートされ
ていません。

Windowsオペレーティングシステム（Windows
OS）

Windows 2012以降のドメインおよびフォレス
ト機能レベル

Active Directory

サポートされているMicrosoftライセンスエディション

1個以上のHyperFlexホストにインストールされているMicrosoft Windowsサーバのバージョン
は、『Microsoftライセンス取得』に記載されているMicrosoftライセンス要件に従ってライセ
ンスが取得されている必要があります。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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ネットワークサービス

説明[ネットワークサービス（Network Service）]

Microsoftアクティブディレクトリおよびアク
ティブディレクトリ統合DNSは、HXプラッ
トフォームに必要です。

スタンドアロンDNSサーバはサポートされて
いません。非WindowsDNSサーバはサポート
されていません。

DNS

コントローラ VMおよびホスト間で時間が同
期されていることを確認します。そのため、

アクティブディレクトリ時間同期エンジンを

使用します。

HX Data Platformインストーラにプ
ロンプトされたら、NTPサーバとし
てアクティブディレクトリドメイ

ン名を使用するようにしてくださ

い。

注目

Hyperflexクラスタ内のすべての
Active Directoryサーバをネストしな
いでください。Active Directoryは
Hyperflexクラスタの外部に存在する
必要があります。これにより、クラ

スタで問題が発生した場合でも認証

を行うことができます。

（注）

アクティブディレクトリをNTPサー
バとして使用している場合、NTP
サーバがMicrosoftベストプラクティ
スに従って設定されていることを確

認してください。詳細については、

『Windows Time Service Tools and
Settings』を参照してください。NTP
サーバが適切に設定されていない場

合、同期が行われず、クライアント

側で時間同期を修正する必要が発生

する可能性があります。詳細につい

ては、『Synchronizing ESXi/ESX time
with a Microsoft Domain Controller』
を参照してください。

（注）

NTP

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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ポート要件

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、Microsoftで
は Hyper-V Managerと Hyper-Vクラスタ用のポートが推奨されています。次のファイアウォー
ルポートが開いていることを確認します。

使用法方向プロトコルポート番号

HX Data Platformインス
トーラ

着信HTTP/TCP80

HX Data Platformインス
トーラ

着信HTTPS /TCP443

hx-ext-mgmt IPプール（HX
ノードあたり 1個の IP）

着信仮想キーボード/
ビデオ/マウス
（vKVM）/TCP

2068

HX Data Platformインス
トーラ

受信/送信SSH/TCP22

受信/送信POP3/TCP110（安全な POP
ポートは TCP 995
です）

受信/送信IMAP4/TCP143（安全な
IMAPポートは
TCP 993です）

メールサーバ発信SMTP/TCP25

DNS発信DNS/TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

NTP発信NTP/UDP123

SNMP着信SNMPポーリング161

SNMP発信SNMPトラップ162

HX Data Platformインス
トーラ

着信TCP8089

HXコントローラ VM着信SMB 2445

HX CLI、HX Connect受信/送信HTTP/TCP5986

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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注意事項と制約事項
MicrosoftHyper-Vインストール時に最適なエクスペリエンスは、以下の特定のガイドラインに
従う必要があります。

• Microsoft SystemCenter 2016VirtualMachineManager (WindowsVMM2016)評価版にHyperFlex
ノードを追加すると、エラーが発生します。この問題を解決するには、Microsoftヘルプ
記事 を参照してください。

•次の機能は現在のリリースでサポートされていません。

• SEDドライブ

•ネイティブ複製

• Cisco HyperFlex Edge

•ストレッチクラスタ

• Intersightベースの展開

• LAZおよびスケール 8以上のノード

• HX M4ハードウェア

•共有 VHDX/VHDセット

•一時停止状態ではないクラスタノード上で、Hyper-VReadyClone PowerShellスクリプ
トのみを使用します。

インストール前のタスク概要
以下がインストールされており、HyperFlexをインストールおよび展開する前に設定されてい
ることを確認します。

説明タスク

Cisco HyperFlexノードの設置（125ページ）
を参照してください。

Cisco UCSファブリックインターコネクト
セットアップを含むHyperFlexノードのラッ
ク

Cisco UCSマネージャバージョン 4.0(2d)また
はそれ以降を使用していることを確認します。

最新のサポートされたリリースについては、

Cisco HXデータプラットフォームのリリース
ノート を参照してください。

Cisco UCSマネージャバージョンの確認

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
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説明タスク

非ネイティブのVLANに対応するように、アッ
プストリームスイッチを設定します。Cisco
HXData Platformインストーラは、デフォルト
で VLANを非ネイティブに設定します。

VLANの確認

インストールの DNS Aおよび PTRレコード
を追加する必要があります。を参照してくだ

さい。 DNSレコードの追加（15ページ）

DNSレコードの追加

を参照してください。制限された委任の有効

化（15ページ）
アクティブディレクトリのドメイン管理者を

設定する。

DNSレコードの追加
インストールの前に、DNS Aレコードと PTRレコードを追加して、インストールの失敗を回
避する必要があります。

説明デバイス

各ホストについて、Aレコードと PTRレコー
ドを追加します。

Hyper-Vホスト

Aレコードのコントローラ VM IPアドレス。
これは管理 IPネットワーク上の eth0です。

コントローラノード

Windowsフェールオーバークラスタオブジェ
クト。

Windowsフェールオーバークラスタ

クラスタ管理 IPアドレス。HX接続 UI

PowerShellコマンドとして表示されるレコード (ご使用の環境で直接実行する)については、こ
のガイドの「DNSレコード」セクションを参照してください。

制限された委任の有効化

制限された委任を有効にするために、このトピックの手順を完了する必要があります。

制限された委任は、アクティブディレクトリに対してコンピュータを参加させるために使用し

ます。HX Data Platformインストーラを介して制限された委任情報を提供します。制限された
委任は、手動で作成されたサービスアカウントを使用します。例: hxadmin。このサービスア
カウントはアクティブディレクトリにログインし、コンピュータを参加させ、HyperFlexスト
レージコントローラ VMから認証を実行するために使用されます。アクティブディレクトリ
コンピュータアカウントは、以下を含む HyperFlexクラスタのすべてのノードに適用されま
す。
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• Hyper-Vホスト

• HyperFlexストレージコントローラ VM

• Hyper-Vホストクラスタの名前欄

• HyperFlexクラスタのサーバメッセージブロック（SMB）共有の名前欄

手順

ステップ 1 HXアカウントとして hxadmin ドメインユーザアカウントを作成します。

ステップ 2 アクティブディレクトリ（AD）の組織単位（OU）を作成します。例：HyperFlex。

a) アクティブディレクトリユーザとコンピュータ管理ツールを使用して、OUを作成しま
す。[表示 >詳細機能]を選択して詳細機能を有効にします。作成した OUを選択します。
たとえば、HyperFlex >プロパティ >属性エディタ。

b) OUで識別される名前属性を探し、HX Data Platformインストーラウィザードの [制限され
た委任]ウィザードで要求されるように情報を記録します。値は次のようになります。
OU=HyperFlex,DC=contoso,DC=com。

Get-ADOrganizationalUnitコマンドレットを使用して、組織ユニット（OU）オブジェクト
を取得するか、検索を実行して複数の OUを取得します。

Get-ADOrganizationalUnit
[-AuthType <ADAuthType>]
[-Credential <PSCredential>]
-Filter <String>
[-Properties <String[]>]
[-ResultPageSize <Int32>]
[-ResultSetSize <Int32>]
[-SearchBase <String>]
[-SearchScope <ADSearchScope>]
[-Server <String>]
[<CommonParameters>]

ステップ 3 アクティブディレクトリユーザとコンピュータ管理ツールを使用して、新しく作成されたOU
の hxadminユーザーに完全な権限を付与します。詳細機能が有効になっていることを確認しま

す。そうでない場合は、手順 2に戻ります。

a) 作成した OUを選択します。たとえば、[HyperFlex] > [プロパティ (Properties)] > [セキュ
リティ (Security)] > [詳細 (Advanced)]。

b) [所有者の変更]を選択し、hxadminユーザを選択します。

c) [詳細 (Advanced)]ビューで [追加 (Add)]をクリックします。

d) 方針を選択肢、hxadminユーザを選択します。次に、[完全な制御]を選択し、[OK]をク
リックします。
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第 4 章

インストール

•インストレーションタスク概要（17ページ）

インストレーションタスク概要
Microsoft Hyper-Vのインストールは次の手順で構成されます。

HXデータプラットフォームインストーラの展開
Microsoft Hyper-V Managerを使用して HX Data Platformインストーラ展開し、HXデータプ
ラットフォームインストーラ仮想マシンを作成します。

手順

ステップ 1 CiscoソフトウェアダウンロードサイトからHXData Platformインストーラ.vhdx zip圧縮ファ
イルを検索してダウンロードします (例：
Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v4.0.1b-33133-hyperv.vhdx.zip)

ステップ 2 ローカルコンピュータに zip圧縮フォルダを解答し、.vhdx ファイルを HXデータプラット
フォームインストーラをホストする Hyper-Vホストにコピーします。例：
\\hyp-v-host01\....\HX-Installer\Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v4.0.1b-33133-hyperv.vhdx

ステップ 3 Hyper-V Managerで、Hyper-Vサーバのいずれかに移動します。

ステップ 4 Hyper-Vサーバを選択し、右クリックして、[新規>仮想マシンを作成]を選択します。Hyper-V
Manager新規仮想マシンウィザードが表示されます。
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ステップ 5 [始める前に]ページで、[次へ]をクリックします。
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ステップ 6 [名前とロケーションの指定]ページで、仮想マシン設定ファイルを保存する仮想マシンの名前
とロケーションを入力します。[Next]をクリックします。

最適なのは、VMを .vhdx ファイルに保管することです。（注）

ステップ 7 [世代の指定]ページで [第 1世代]を選択します。[次へ (Next)]をクリックします。第二世代を
選択する場合、VMが起動しない可能性があります。
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ステップ 8 [メモリの割り当て]ページで、起動時のメモリの値を 4096 MB に設定します。[次へ（Next）]
をクリックします。
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ステップ 9 [ネットワーキング設定]ページで、既存の仮想スイッチのリストからを使用する仮想マシンの
ネットワーク接続を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 10 [仮想ハードディスクの接続]ページで[既存の仮想ハードディスクを使用する]を選択し、.vhdx
ファイルが含まれるHyper-Vホストでフォルダを参照します。[次へ（Next）]をクリックしま
す。
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ステップ 11 [概要]ページで、表示されるオプションのリストが正しいことを確認します。[終了（Finish）]
をクリックします。
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ステップ 12 VMの作成後は、電源を入れて GUIを起動します。

a) VMを右クリックして [接続]を選択します。
b) [アクション >開始（Ctrl + S）]を選択します。
c) VMを起動したら、URL（VMの IPアドレス）をメモします。インストール時に以下の手
順に含まれるこの情報が必要です。

HX Data Platformインストーラでのスタティック IPアドレスの設定
VMのデフォルトのインストールでは、HXインストーラがDHCPを使用して IPアドレスを自
動的に取得します。起動するたびに同じ IPアドレスが設定されるようにするため、VMに静的
IPアドレスを割り当てることができます。

静的 IPアドレスを使用してネットワークインターフェイス（/etc/network/interfaces）を構成す
るには、次のコマンドを使用します。ネットワークに合わせて関連する設定を変更してくださ

い。
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ネットワークのガイドラインは次のとおりです。

• Active Directory (AD)に接続できる必要があります。

• Windowsインストール用に Hyper-Vインストーラから Hyper-Vホストに OSメディアをス
トリーミングするには、ネットワークを使用します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

次のコマンドを実行します。ifdowneth0.ステップ 1 この手順により、静的 IP設定
を実行する前にインターフェ

イスがダウンしていることを

確認します。そうしないと、

インストールプロセス中に

TACのサポートが必要になる
問題が発生する可能性があり

ます。

警告

auto eth0 # eth0 interface
iface eth0 inet static # configures

お気に入りのエディタを使用して、環境

に合わせて

ステップ 2

static IP for the eth0 interface
/etc/network/eth0.interface metric 100

address XX.XX.XX.XX # Static IP addressファイルを編集します。たとえば、次の

行をファイルに追加します。
fr the installer VM
netmask 255.255.0.0 # netmask for the
Static IP address
gateway XX.XX.X.X # gateway for the
Static IP address
dns-nameservers XX.XX.X.XXX #DNS name
servers used by the HX installer
dns-search <DNS_Search_Name>.local #
DNS search domain name used by the
installer

変更を反映するため、ファイルを保存し

ます。

ステップ 3

次のコマンドを実行します。ifup eth0.ステップ 4

インストーラ VMを再起動します。ステップ 5

Hyper-Vクラスタの展開
Cisco HX Data Platformのインストーラをダウンロードして展開したら、次の手順を実行して
Hyper-Vクラスタを展開します。この手順の一部として、次のサブタスクも実行します。

• Cisco UCS Managerの設定
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• Hyper-Vのインストール

• Windows OSのインストール

•初期のクラスタの作成

始める前に

Hyper-Vクラスタを展開する前に、Windows 2016 Datacenter Editionの ISOまたはWindows
Server 2019 Datacenter-Desktop Experience ISOが使用可能であることを確認してください。

手順

ステップ 1 HX Data Platformのインストーラを起動してログインします。

ステップ 2 [ワークフローの選択（Select a Workflow）]画面で、[HyperFlex（FI）によるクラスタ作成
（Cluster Creation with HyperFlex (FI)）]をクリックし、UCS Managerに関する情報、ドメイン
情報、およびハイパーバイザのクレデンシャルを入力します。

値の例説明フィールド

[UCS Manager Credentials]

eng.fi356.abc.comUCS Managerの FQDNまたは
IPアドレス。

UCS Manager Host Name

adminUCS Managerの管理権限を持
つ管理者またはユーザーの名

前。

UCS Manager User Name

Xyz$1234UCS Managerのパスワード。Password

ドメイン情報

contoso.comHyperFlexクラスタの Active
Directoryドメイン名。

ドメイン名（Domain Name）
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値の例説明フィールド

hxadminプレインストールフェーズで

作成された HXサービスアカ
ウント。

HXサービスアカウントには、
クラスタに使用される組織単

位への完全なアクセス権が必

要です。

Active Directoryポリ
シーによって、HX
サービスアカウント

が、smb名前空間用に
作成されたコン

ピュータオブジェク

トでの

「servicePrincipalName
の書き込み」の有効

な権限を持つことを

確認してください。

（注）

HXサービスアカウント

Cisco 123HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

制限された委任

sphxadmin制約付き委任 (Constrained
Delegation)に必要です。ユー
ザはドメイン管理者である必

要があります。

[HXサービスアカウント（HX
Service Account）]

HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

次のいずれかのチェックボッ

クスを選択します。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)は、VMライブマ
イグレーションに必要です。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)を今すぐ設定する
か、または制約付き委任

(Constrained Delegation)を後か
ら設定します

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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HX Data Platformのインストーラは、UCS Managerに接続し、HXクラスタの関連するサーバ
を取得して一覧表示します。また、HX Data Platformのインストーラは、UCSファームウェア
を検証します。

[続行（Continue）]をクリックします。
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ステップ 3 [サーバの選択（Server Selection）]ページの [関連あり（Associated）]タブと [関連なし
（Unassociated）]タブで、すべての関連付けられているサーバと関連付けられていないサーバ
をそれぞれ確認します。

[関連なし（Unassociated）]タブでは、既存のクラスタに任意のノードを追加できます。

[関連あり（Associated）]タブでは、既存のクラスタからサーバの関連付けを解除できます。

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 4 [UCSMの設定 (UCSM Configuration)]ページで、次のガイダンスに従って、VLAN設定、MAC
プール、および Cisco IMCアクセス管理（アウトオブバンドまたはインバンド）のサブセク
ションに入力します。

a) [VLANの設定（VLANConfiguration）]：4つ以上のVLANが必要です。また、各VLANは
異なる IPサブネット上にあり、ファブリックインターコネクトから接続しているアップ
リンクスイッチまで拡張されている必要があります。これにより、プライマリファブリッ

クインターコネクト（ファブリックA）から下位のファブリックインターコネクト（ファ
ブリック B）にトラフィックを確実に転送できるようになります。

この画面に値を入力するには、次の表と図を参考にしてください。

使用方法VLAN IDの例VLAN名の例

Hyper-VおよびHyperFlexVM
の管理

10hx-inband-mgmt

HyperFlexのストレージトラ
フィック

20hx-storage-data

Hyper-Vライブマイグレー
ションネットワーク

30hx-livemigrate

VMゲストネットワーク100,101vm-network

VLAN1を使用すると、分離レイヤ2によって問題が発生する可能性があります。

vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

b) [MACプール（MACPool）]：次の表と図を使用して、残りのネットワーク設定の指定を完
了します。
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値の例説明フィールド

00:25:b5:xxHXクラスタのMACアドレ
スプールは、HXのインス
トーラによってUCSManager
で設定されます。MACアド
レスプールがレイヤ 2環境
の他の場所で使用されていな

いことを確認します。

MACプールのプレフィック
ス

10.193.211.124-127HyperFlexノードのアウトオ
ブバンド管理に使用されるIP
アドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワー

クのサブネットマスク。

サブネットマスク（Subnet
Mask）

10.193.0.1アウトオブバンドネットワー

クのゲートウェイアドレス。

Gateway

ステップ 5 外部ストレージを追加する場合は、次のガイダンスを使用します。

a) 以下のフィールドに記入して iSCSIストレージを設定します。

説明フィールド

チェックボックスをオンにして iSCSIスト
レージを設定します。

[iSCSIストレージの有効化]チェックボック
ス

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの名前。

VLAN A名（VLAN A Name）
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説明フィールド

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの ID。

VLAN A ID

下位のファブリックインターコネクト

（FI-B）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの名前。

VLAN B名（VLAN B Name）

下位のファブリックインターコネクト

（FI-A）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの ID。

[VLAN B ID]

b) 以下のフィールドに記入して FCストレージを設定します。

説明フィールド

FCストレージを有効にするには、チェック
ボックスをオンにします、

[FCストレージの有効化]チェックボックス

WWノード名およびWWポート名の両方を
含むWWNプール。それぞれのファブリッ
クインターコネクトに対し、WWPNおよび
WWNN用のWWxNプールが作成されます。

[WWxN Pool]

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）の VSANの名前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-a。

VSAN A名（VSAN A Name）

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）のネットワークに割り当てられた
一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで
現在使用されているVSANIDを入
力しないでください。UCSゾーニ
ングを使用してインストーラで既

存の VSAN IDを入力する場合、
ゾーニングはVSANIDの既存の環
境で無効になります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト

（FI-B）の VSANの名前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-b.

[VSAN B Name]
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説明フィールド

下位のファブリックインターコネクト

（FI-B）のネットワークに割り当てられた
一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで
現在使用されているVSANIDを入
力しないでください。UCSゾーニ
ングを使用してインストーラで既

存の VSAN IDを入力する場合、
ゾーニングはVSANIDの既存の環
境で無効になります。

注意

VSAN B ID

ステップ 6 [ハイパーバイザの設定（HypervisorConfiguration）]ページで、次のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

[ベアメタルの設定（Bare metal configuration）]

デフォルトでは、ベアメタルノードへのWindows OSのイン
ストール用に [ハイパーバイザ（Hyper-V）のインストール
（Install Hypervisor (Hyper-V)）]チェックボックスが選択され
ています。[参照（Browse）]をクリックし、ISOファイルを
選択してアップロードします。または、ISOファイルをその
エリアにドラッグアンドドロップします。

[ハイパーバイザ（HYPER-V）
のインストール（Install
Hypervisor (Hyper-V)）]

次のいずれかのオペレーティングシステムをインストールで

きます。

• Windows Server 2016 Datacenter（デスクトップエクスペ
リエンス）

• Windows Server 2016 Datacenter（CORE）

• Windows Server 2019 Datacenter（デスクトップエクスペ
リエンス）

[インストールするオペレー
ティングシステムの選択

（Select the operating system you
want to install）]

共通ハイパーバイザ設定を行う

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのサブネットマ

スク

Subnet Mask

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのデフォルト

ゲートウェイ

Gateway
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値の例説明フィールド

10.99.2.200,10.992.201ハイパーバイザホストがメン

バーを外れるADのDNSサー
バのカンマ区切りリスト。

DNSサーバ

Hypervisor Settings

10.101.251.41各ホストの管理 IPアドレス

チェックボックス

[IPアドレスとホス
ト名を連続させる]
のチェックをオンの

ままにする場合、イ

ンストーラが残りの

サーバを最初から連

続的に自動入力しま

す。

（注）

スタティック IPアドレス

HX-Hypv-01各ホストのホスト名Hostname

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 HX Data Platformの展開

値の例説明フィールド

ドメイン情報

contoso.comクラスタが含まれる Active
Directoryドメイン。

ドメイン名（Domain Name）

hxadminプレインストールフェーズで

作成された HXサービスアカ
ウント。

Active Directoryポリ
シーによって、HX
サービスアカウント

が、smb名前空間用に
作成されたコンピュー

タオブジェクトでの

「servicePrincipalName
の書き込み」の有効な

権限を持つことを確認

してください。

重要

HXサービスアカウント
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値の例説明フィールド

HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

制限された委任

制約付き委任 (Constrained
Delegation)に必要です。

HXサービスアカウントとパ
スワード

HXサービスアカウントが提
供されている場合は、チェッ

クボックスをクリックしま

す。

制約付き委任に HXサービス
アカウントを使用します。

ユーザは、ドメイン管理者で

ある必要があります。

HXサービスアカウントを使
用します。

次のいずれかのチェックボッ

クスを選択します。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)は、VMライブマ
イグレーションに必要です。

制約付き委任を後で設定する

には、ライブ移行と VMネッ
トワークの静的 IPアドレスの
設定（44ページ）で説明し
ている手順を使用します。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)を今すぐ設定する
か、または制約付き委任

(Constrained Delegation)を後か
ら設定します

高度な属性（Advanced Attributes） (オプション)

dc.contoso.comインストールに具体的に使用

するドメインコントローラの

FQDN。

ドメインコントローラ

OU=HyperFlex, DC = contoso、
DC = com

インストール前の段階で作成

した OUをここで使用できま
す。その後、OUは Active
Directory内の HXノードの
ホームになります。

Organization Unit

ハイパーバイザのクレデンシャル
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値の例説明フィールド

デフォルトのユーザ名/パス
ワード：administrator/Cisco123

システムは、デフォ

ルトのパスワード

[Cisco123]で出荷さ
れますので、インス

トール中にこれを変

更する必要がありま

す。ユーザーが入力

した新しいパスワー

ドを指定しない限

り、インストールを

続行できません。

重要

Hyper-Vホスト上のローカル
管理者ユーザ名。

[ハイパーバイザローカル管理
者ユーザ名（Hypervisor Local
Administrator User Name）]

[Continue]をクリックします。

ステップ 8 [IPアドレス（IPAddresses）]ページで、次の表を使用して、このページのフィールドに入力し
ます。

値の例説明フィールド

Cisco HX Cluster

HX-EAP-01データストアの FQDNとして
使用するクラスタ名。

クラスタ名（SMBアクセスポ
イント）

3（デフォルト値）HXストレージクラスタ間で
の冗長データレプリカの数を

選択します。オプションは、2
または 3です。これは、クラ
スタの作成後は変更できませ

ん。稼働ワークロードには 3
を推奨します。

レプリケーションファクタ

Windowsフェールオーバーク
ラスタのための名前。

フェールオーバークラスタ名

Controller VM

Create Admin Password

[管理者パスワードの確認
（Confirm Administrator
Password）]

System Services
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値の例説明フィールド

10.99.2.200、10.99.2.201DNSサーバのカンマ区切りリ
スト。

DNSサーバ

dc1.contoso.com、
dc2.contoso.com

コントローラ VMはWindows
Active Directoryと同期してい
る必要があるため、時間同期

用の ADドメインコントロー
ラを指す必要があります。

NTPサーバ（NTP Servers）

contoso.comActive Directoryのドメイン
名。

DNSドメイン名（DNSDomain
Name）

HXコントローラがレポートで
使用するタイムゾーン。

タイムゾーン（Timezone）

自動サポート

Cisco Supportへの HXクラス
タのテレメトリデータの出荷

の自動サポート。

コネクテッドサービスの有効

化

email_addressシスコに送信されたチケット

のコピーを受信する電子メー

ルアドレスまたはエイリア

ス。

サービスチケットの送信先

高度なネットワーキング

管理ネットワークに使用され

る VLAN ID。これは、前の管
理ネットワークのインストー

ルプロセスで使用したものと

同じである必要があります。

管理VLANタグ

管理ネットワークに使用され

る VLAN。これは、前のデー
タネットワークのインストー

ルプロセスで使用したものと

同じである必要があります。

データ VLANタグ

高度な設定
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値の例説明フィールド

ホスト vSwitchと vNIC、およ
び各ストレージコントローラ

VMのストレージデータネッ
トワークのMTUサイズを設定
します。デフォルト値は 9000
です。

ジャンボフレームがストレー

ジ VMに接続されたリンク上
で動作していることを確認し

てください。

データネットワーク上でジャ

ンボフレームの有効化

ストレージクラスタに追加さ

れたすべてのノードから既存

のデータおよびパーティショ

ンをすべて削除します。保持

する必要があるデータは、

バックアップする必要があり

ます。既存のデータおよび

パーティションを削除するに

は、このオプションを選択し

ます。

これは、手動で準備された

サーバ用です。工場で準備さ

れたシステムにはこのオプ

ションを選択しないでくださ

い。工場で準備されたシステ

ムのディスクパーティション

は正しく設定されています。

ディスクパーティション

VDIのみの環境を設定しま
す。ストレージクラスタの作

成後に VDI設定を変更するに
は、リソースをシャットダウ

ンまたは移動し、変更を加

え、クラスタを再起動しま

す。

[VDI]

Hypervisor Settings

インストール前の手順で完了

します。

プライマリDNSサフィックス
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値の例説明フィールド

Hyper-Vホストにサフィック
スを追加する必要がある場合

は、このフィールドに入力し

ます。

追加の DNSサフィックス

このページの各フィールドの入力例として、下の図を参照してください。

ステップ 9 [Start]をクリックして、導入を開始します。[進行状況 (Progress)]ページには、構成タスクの
進行状況が表示されます。開始、展開の検証、展開、検証の作成、クラスタの作成。
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ベストプラクティス

Microsoft Hyper-Vインストールを使用した Cisco HyperFlexの一般的なベストプラクティスを
次に示します。

• CiscoHyperFlexに関しては、Windowsシステムの更新をアウトオブバンドで実行しないで
ください。

• Windows Update (WU)の動作を設定するためにグループポリシー設定を使用している場合
は、CiscoHyperFlexによって設定されたデフォルト設定を上書きしないようにしてくださ
い。更新を自動的にダウンロードし、スケジュールにインストールするように指定するポ

リシーを設定しないでください。

デフォルトでは、CiscoHyperFlexは自動更新を無効にします。AU
オプションの値は 2に設定されています：ダウンロードとインス
トールの通知。Windows updateの設定の詳細については、
「Windows更新設定の管理」を参照してください。

（注）

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
40

インストール

ベストプラクティス

https://docs.microsoft.com/en-us/windows/deployment/update/waas-wu-settings


第 5 章

インストール後

•インストール後のタスクの概要（41ページ）
•インストール後の VLANの追加（66ページ）

インストール後のタスクの概要
クラスタの設定が正常に完了したら、次の追加のインストール後タスクを実行して、クラスタ

が VMに対応できる状態になっていることを確認します。

参照先タスク

最初のデータストアを作成する（42ページ）最初のデータストアの作成

ライブ移行とVMネットワークの静的 IPアド
レスの設定（44ページ）

ライブ移行とVMネットワークの静的 IPアド
レスを割り当てます

（任意）インストール後の制約付き委任（44
ページ）

（オプション）制限された委任

ローカルのデフォルトパスを設定する（45
ページ）

ローカルのデフォルトパスの設定

ファイル共有ウィットネスの構成（46ペー
ジ）

ファイル共有補助の設定

Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認
（53ページ）

Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認

フェールオーバークラスタマネージャの検証

Hyper-Vクラスタへの VMの展開（55ペー
ジ）

Hyper-Vクラスタへの VMの展開

SCVMMへの HyperFlex共有の設定（62ペー
ジ）

SCVMMへの HyperFlex共有の設定
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参照先タスク

Windows Defenderの再有効化（65ページ）Windows Defenderの再有効化

ホスト間の VMの移行（65ページ）スタンドアロンHyper-vホストとHX Hyper-v
ホスト間の VM移行。

最初のデータストアを作成する

クラスタの使用を開始する前に、データストアを作成する必要があります。データストアは、

HX Connect UIで作成できます。

手順

ステップ 1 https://Cluster_IP/またはhttps://FQDNの任意のブラウザから HX Connect UIを起動します。

ステップ 2 次のクレデンシャルでログインします。

•ユーザ名—hxadmin

•パスワード—クラスタのインストール中に設定されたパスワードを使用します。
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ステップ 3 [ナビゲーション (Navigation)]ペインで、[データストア(Datastores)]を選択します。

ステップ 4 [作業 (Work)]ペインで [スケジュールの作成 (Create Schedule)]をクリックします。

ステップ 5 [VSANの作成 (Create VSAN)]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

データストアの名前を入力します。

Ciscoでは、データストア名にすべて小文字を
使用することを推奨しています。

Datastore Name

データストアのサイズを指定します。Size

データストアのブロックサイズを選択します。ブロックサイズ

Ciscoでは、最高のパフォーマンスを保証するために、8Kのブロックサイズとできる
だけ少ないデータストアを推奨しています。

（注）
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ライブ移行と VMネットワークの静的 IPアドレスの設定
各 Hyper-Vノードにログインし、Power Shellで次のコマンドを実行して、ライブ移行と VM
ネットワークの静的 IPアドレスを割り当てます。

目的コマンド#

静的 IPアドレスをライブ移行
ネットワークに割り当てま

す。

New-NetIPAddress -ifAlias

"vSwitch-hx-livemigration" -IPAddress

192.168.73.21 -PrefixLength 24

1

静的 IPアドレスをVMネット
ワークに割り当てます。

New-NetIPAddress -ifAlias

"vswitch-hx-vm-network" -IPAddress

192.168.74.21 -PrefixLength 24

2

（任意）インストール後の制約付き委任

この手順は、初期インストール時に制約付き委任を設定していない場合にのみ実行する必要が

あります。この手順は、インストール後ではなく、HXのインストーラを使用して実行するこ
とをお勧めします。

注目

制限付き委任により、偽装をきめ細かく制御できます。リモート管理要求がHyper-Vホストに
行われたら、発信者の代理としてストレージにそれらの要求を行う必要があります。そのホス

トが HXストレージの CIFSサービス信条について、委任の信頼できる場合許可されます。

制限付き委任では、セキュリティ設定の [User Account Control: Behavior of the elevation prompt
for Administrators in Admin Approval Mode]が [Elevate without Prompting]に設定されている必要
があります。これにより、グローバルの ADポリシーで HX OUのポリシーのオーバーライド
できなくなります。

HXクラスタの各 Hyper-Vホストで次の手順を実行して、Windowsの [Active Directoryユーザー
とコンピュータ（Active Directory Users and Computers）]を使用して設定してください。

手順

ステップ 1 [開始]をクリックして [管理ツール]をクリックし、[アクティブディレクトリユーザおよびコ
ンピュータ]をクリックします。

ステップ 2 ドメインを展開し、コンピュータフォルダを展開します。

ステップ 3 右のウィンドウでコンピュータ名（たとえば、HX-プロパティ）を右クリックし [プロパティ]
をクリックします。

ステップ 4 [委任]タブをクリックします。

ステップ 5 [指定されたサービスの委任にのみこのコンピュータを信頼する]を選択します。

ステップ 6 [任意の認証プロトコルを使用する]が選択されていることを確認します。
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ステップ 7 [Add]をクリックします。[Add Services (サービスの追加)]ダイアログボックスで、[Users or
Computers (ユーザーまたはコンピュータ)]をクリックし、サービスタイプの名前を参照する
か入力します（CIFSなど）。[OK]をクリックします。次の図は、例として使用できます。

ステップ 8 すべてのノードに対してこれらの手順を繰り返します。

ローカルのデフォルトパスを設定する

VMのデフォルトローカルパスを設定して、VMがHXクラスタデータストアに確実に格納さ
れるようにします。

PowerShellで次のコマンドを実行してください。

$Creds = Get-Credential -Message "User Credentials" -UserName <<current logon username>>
$hosts = ("hostname1","hostname2","hostname3","hostname4")
Invoke-Command -ComputerName $hosts -Credential $Creds -ScriptBlock {Set-VMHost
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-VirtualHardDiskPath
"\\HX-EAP-01.ciscolab.dk\DS1_8K" -VirtualMachinePath "\\HX-EAP-01.ciscolab.dk\DS1_8K"}

ユーザ名は、ドメイン管理者アカウントまたはHXサービスアカウントのいずれかにする必要
があります。Hyper-Vホストのローカル管理者は機能しません。

（注）

環境に適合するように変数を変更することを忘れないでください。（注）

ファイル共有ウィットネスの構成

Microsoftのベストプラクティスとして、クォーラムウィットネスデータストアを構成するこ
とを確認してください。フェールオーバークラスタマネージャ (FCM)を使用してファイル共
有ウィットネス機能を構成するには、次の手順を実行します。ファイル共有監視は、ネット

ワーク上のノードで障害が発生した場合に、フェールオーバクラスタのハイアベイラビリティ

を保証します。具体的には、フェールオーバクラスタクォーラムを維持するためにファイル

共有監視が必要になります。これは、ネットワーク内のパーティションとノードのサブセット

が相互に通信できない場合に発生する可能性のあるスプリットブレインシナリオを回避する

ように設計されています。詳細については、「クラスタとプールのクォーラムについて」を参

照してください。

HXクラスタでは、ストレージは可用性が高く、ホストがストレージにアクセスできなくなる
ように設計されています。1個のホストがデータストアへの書き込みを停止した場合、Microsoft
のストレージ復元動作が開始されます。ホストは、デフォルトで 30分間、ストレージとの接
続確立を繰り返し再試行します。この間、ユーザーVMは一時停止する可能性があります。30
分後に接続できない場合、VMは「停止」状態に移行します。

（注）

次の手順では、Microsoft Windows 2016のファイル共有監視を設定する方法について説明しま
す。MicrosoftWindows 2019を導入する場合は、HyperFlex共有または他のファイル共有を監視
として使用しないでください。Microsoftは、今後のパッチリリースで解決されるWindows
2019の不具合を特定しました。それまで、監視を行わずにMicrosoft Windows 2019フェール
オーバクラスタを設定する必要があります。

•ファイル共有監視としてMicrosoft Windows 2019および計画を使用してファイル共有 (HX
共有を含む)を使用する場合は、設定する前に https://support.microsoft.com/en-us/help/4497934
パッチをインストールする必要があります。

•ファイル共有をクォーラム監視として使用しない場合は、Microsoft Windows 2019で説明
されている他のクォーラム方式を使用できます。

（注）
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始める前に

Microsoftは、2019年 11月 12日にWindows 2019に適用されるセキュリティパッチをリリー
スしました。Windows 2019を実行している場合、次の手順でファイル共有監視を設定する前
に、パスレベルでパッチを使用して Hyper-Vホストをアップグレードします。詳細について
は、Microsoftの記事「November 12, 2019: KB4523205 (OS Build 17763.864)」を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 FCMを起動します。

ステップ 2 ナビゲーションペインで、クラスタを選択します。次に、[Actions]ウィンドウで、[More
Actions)] > [Configure Cluster Quorum Settings...]を選択します。。

ステップ 3 [クラスタクォーラムの設定 (Configure Cluster Quorum)]ウィザードが起動します。[次へ
（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [クォーラム設定オプションの選択 (Select Quorum Configuration Option)]画面で、[クォーラム
ウィットネスを選択する (Select the quorum witness)]を選択します。[次へ（Next）]をクリッ
クします。
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ステップ 5 [クォーラムウィットネスの選択 (Select Quorum Witness)]画面で、[ファイル共有ウィットネ
スの構成 (Configure a file share witness)]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 6 [ファイル共有ウィットネスの構成 (Configure File Share Witness)]画面で、ファイル共有のパ
スを指定します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 7 [確認 (Confirmation)]画面で、[次へ (Next)]をクリックします。
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ステップ 8 [概要 (Summary)]画面で、[完了 (Finish)]をクリックしてウィザードを閉じます。

ステップ 9 または、Windows PowerShellを使用してファイル共有監視を設定することもできます。

a) タイプSet-ClusterQuorum FileShareWitness <ファイル共有監視パス>
b) Set-ClusterQuorum FileShareWitness <ファイル共有ウィットネスパス>とタイプします

c) これで、クラスタ用に構成されたファイル共有ウィットネスが表示されます。ファイル共
有ウィットネス共有に移動すると、クラスタ用に作成されたフォルダが表示されます。
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Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認
インストールされているWindowsのバージョンを確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者または HXサービスの管理者アカウントとして Hyper-Vサーバにログインします。

ステップ 2 PowerShellで次のコマンドを実行してください。

C:\Users\adminhyperflex> Get-ItemProperty 'HKLM:\SOFTWARE\Microsoft\Windows
NT\CurrentVersion'

ステップ 3 コマンド出力の結果で、インストールされているWindowsのバージョンを確認します。

次に、Windows Server 2016をインストールした場合の出力例を示します。

ProductName : Windows Server 2016 Datacenter
ReleaseId : 1607
SoftwareType : System
UBR : 447

次に、Windows Server 2019をインストールした場合の出力例を示します。

ProductName : Windows Server 2019 Datacenter
ReleaseId : 1809
SoftwareType : System
UBR : 107

ステップ 4 さらに、次のことを確認します。

• UBR #は 1884より大きい値にする必要があります。それ以外の場合は、HyperVサーバを
最新の更新にアップグレードします。『Microsoftナレッジベースの記事: KB4467691』を
参照してください。

•スタンドアロンのHyperVマネージャーをHXノードの外部で使用している場合は、Hyper-V
管理サーバのバージョンUBR #が 1884よりも大きい必要があります。バージョンが 1884
以下の場合は、Hyper-V管理サーバをアップグレードする必要があります。

フェールオーバークラスタマネージャの検証

手順

ステップ 1 フェールオーバークラスタマネージャを開き、[Validate cluster (クラスタの検証)]をクリック
して、[Next (次へ)]をクリックします。
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ステップ 2 [Run all tests (すべてのテストを実行)] (推奨)を選択し、[Next (次へ)]をクリックします。

[Next (次へ)]をクリックすると、検証手順が開始されます。

ステップ 3 検証に失敗がないことを確認します。検証に失敗した場合は、[View Report (レポートの表示)]
をクリックし、[Failed (失敗)]したと表示された結果に対処します。
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Hyper-Vクラスタへの VMの展開
次のように、Hyper-Vクラスタでの VMの導入は、マルチステッププロセスです。

•インストールリモートサーバの管理ツール (RSAT)管理ステーション/ホストで: Hyper-V
Managerとサーバマネージャの機能との Failover Cluster Managerなどの管理ツールをイン
ストールする必要があります。詳細については、管理ステーションまたはホストへのRSAT
ツールのインストール（55ページ）を参照してください。

• VMの管理：HXクラスタ内のすべての Hyper-Vノードへの接続と新しい VMの作成は、
Hyper-V Managerまたは Failover Cluster Managerを使用して実行できます。詳細について
は、Hyper-V Managerによる VMの作成（60ページ）を参照してください。

管理ステーションまたはホストへの RSATツールのインストール

RSATをインストールするには、次の手順を実行します。

始める前に

RSATツールのインストールには、次の必要があります。

• Hyper-V HXクラスタで VMをインストール、管理、モニターすることができるサーバ。

• Hyper-V Manager、FCM、PowerShell SCVMMなどの管理者ツールです。
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手順

ステップ 1 サーバマネージャで、[Manage]をクリックして、[Add Roles and Features]を選択します。[Add
Roles and Features]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [始める前に（Before you begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [インストールタイプの選択（Select installation type）]ページで、[役割ベースまたは機能ベー
スのインストール（Role-based or feature-based installation）]を選択します。[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 4 [Server Selection]ページで、リストからサーバを選択します。このサーバは、HXクラスタと同
じドメインに属します。[次へ（Next）]をクリックします。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
56

インストール後

管理ステーションまたはホストへの RSATツールのインストール



ステップ 5 [Select Roles]ページで、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [機能]ページでは、[Remote Server Administration Tools] > [Feature Administration Tools] >
[Failover Clustering Tools]、および [Role Administration Tools] > [Hyper-V Management Tools] >
[Failover Clustering Tools]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 7 [Confirmation]ページで、[Install]をクリックします。[Restart the destination server if required]
チェックボックスはオフのままにします。

ステップ 8 [Installation Progress]ページに、インストールの進行状況が表示されます。インストールが完
了したら、[Done]をクリックしてウィザードを閉じます。
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Hyper-V Managerによる VMの管理

Hyper-Vノードへの接続

Hyper-V HXクラスタ内のすべての Hyper-Vノードへの接続には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Server Manager]ダッシュボードを開き、[Tools]をクリックします。次に、 [HYPER-V
Manager]をクリックします。[Hyper-V Manager]コンソールが表示されます。

ステップ 2 左側のペインで[Hyper-V Manager]を選択し、 [Connect to Server...]をクリックしてください。

ステップ 3 [コンピュータの選択（SelectComputer）]ダイアログボックスで、[別のコンピュータ（Another
computer）]を選択し、Hyper-Vクラスタに属するHyper-Vノードの名前（「HXHV1」など）を
入力します。[OK]をクリックします。

ステップ 4 Hyper-V HXクラスタ内の各ノードについて上記の手順をすべて繰り返します。
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新規インストールの場合は、ストレージコントローラ仮想マシン（StCtlVM）が、
[Hyper-V Manager]コンソールの [Virtual Machines]ペインに表示される唯一の仮想マ
シンです。仮想マシンは、各ノードに追加されると、このペインの下のリストに表示

されます。Hyper-Vマネージャを使用してVMを作成する方法の詳細については、次
を参照してください： Hyper-V Managerによる VMの作成（60ページ）

（注）

Hyper-V Managerによる VMの作成

Hyper-V Managerを使用して VMを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Hyper-V Managerを開きます。

ステップ 2 Hyper-Vサーバを選択し、右クリックして、[新規>仮想マシンを作成]を選択します。Hyper-V
Manager新規仮想マシンウィザードが表示されます。

ステップ 3 [始める前に]ページで、[次へ]をクリックします。

ステップ 4 [名前とロケーションの指定（SpecifyName andLocation）]ページで、仮想マシン設定ファイル
の名前を入力します。仮想マシンのロケーションを入力して、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Specify Generation]ページで、[Generation 1]または [Generation 2]のいずれかを選択します。

ステップ 6 [メモリの割り当て（Assign Memory）]ページで、起動時のメモリの値を 2048 MBに設定しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ネットワーキング設定]ページで、既存の仮想スイッチのリストからを使用する仮想マシンの
ネットワーク接続を選択します。

ステップ 8 [Connect Virtual Hard Disk]パネルで、[Create a Virtual Hard Disk]を選択し、仮想マシンの名
前、ロケーション、およびサイズを入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [Installation Options]では、デフォルトで選択されている [Install an operating system later]を
そのままにしておくことができます。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [概要]ページで、表示されるオプションのリストが正しいことを確認します。[終了（Finish）]
をクリックします。

ステップ 11 HYPER-V Managerでは、仮想マシンを右クリックし、[Connect]をクリックします。

ステップ 12 [Virtual Machine Connection]ウィンドウで、[Action] > [Start]を選択します。

Failover Cluster Managerによる VMの管理

Failover Cluster Managerによる VMの作成

(Hyper-V HXクラスタとともにインストールされている) Windows Failoverクラスタに接続し、
Failover Cluster Managerを使用して新しい VMを作成するために、以下の手順を終了します。
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手順

ステップ 1 Failover Cluster Managerコンソールで、[Actions]ペインで、 [Connect to Server...]をクリック
します。

ステップ 2 [Select Cluster]ダイアログボックスでは、Hyper-V HXクラスタに移動するために、[Browse]
をクリックします。[OK]をクリックします。

ステップ 3 左側のペインで、[Roles] > [Virtual Machines...] >新しい仮想マシン（New Virtual Machine）...
。

ステップ 4 新しい仮想マシンダイアログボックスで検索し、新しい Vmを作成する HYPER-Vノードを選
択します。[OK]をクリックします。[新規仮想マシン（New Virtual Machine）]ウィザードが表
示されます。

ステップ 5 [始める前に（Before You Begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [Specify Name and Location]ページで、VMの名前を選択し、VMを保存するロケーションま
たはドライブを指定します。[Next]をクリックします。

ステップ 7 [Specify Generation]ページで、使用する仮想マシンの世代（[Generation 1]または [Generation
2]）を選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Assign Memory]ページで、VMに必要なメモリの量を入力します。[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 9 [Connect Virtual Hard Disk]ページで、名前、場所、ハードドライブサイズを入力します。[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [Installation Options]ページで、OSのインストール場所を選択します。[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 11 [サマリー（Summary）]ページで、選択したオプションを確認し、[完了（Finish）]をクリック
します。

ステップ 12 新しく作成された VMを右クリックし、[Connect...]をクリックします。[Virtual Machine
Connection]ウィンドウで、[Start]を選択します。

デフォルトでは、フェールオーバークラスタマネージャは、作成された 4個のネッ
トワークにデフォルト名を割り当てます。これらのネットワーク名の名前を変更する

ことをお勧めします。

（注）

次のタスク

管理パスを介してHXクラスタ境界外からのデータストアアクセス要求のリダイレクトを有効
にするには、Hyper-Vマネージャ、フェールオーバークラスタマネージャ、または SCVMM
コンソールを実行している (リモート)マシン上のホストファイルに次のエントリを追加しま
す。たとえば、C:\Windows\System32\drivers\etc\hostsを編集して次を追加します。

cluster_mgmt_ip \\smb_namespace_name\datastore_name

10.10.10.100 \\hxcluster.company.com\ds1

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
61

インストール後

Failover Cluster Managerによる VMの作成



SCVMMホストへのデータパスアクセスの開始
SCVMMホストへのデータパスアクセスを開くには、次の手順を完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ管理 IPアドレスへのセキュア
シェルログインセッションを開始しま

す。

ステップ 1

root@ucs900scvm:~# cat
/etc/springpath/storfs.cfg | grep

次の情報を確認して、クラスタ内のアン

サンブルメンバを判別します。

ステップ 2

crmZKEnsemble
crmZKEnsemble=10.107.48.14:2181,10.107.48.15:2181,10.107.48.16:2181

root@ucs900scvm:~#

現在の SSHログインセッションから、
crmZKEnsembleパラメータに表示され

ステップ 3

ている任意の IPアドレスへの SSHセッ
ションを起動します。

python/opt/springpath/storfs-hyperv/FixScvmmAccess.py追加パラメータを指定せずに次のスクリ

プトを実行します。

ステップ 4

スクリプトは、SCVMM IPアドレスを
入力するように要求します。

SCVMMIPアドレスを追加し、SSHセッ
ションを終了します。

ステップ 5

SCVMMへの HyperFlex共有の設定

始める前に

SmbアクセスポイントをHyperFlexクラスタのクラスタ管理 IPアドレスに解決するには、VMM
管理コンソールを実行しているホスト上の /etc/hostsファイルを編集します。この IPアドレス
は通常、Cisco HX接続の開始を使用します。
The complete path is : C:\Windows\System32\drivers\etc
Open the "hosts" file in the above directory in Notepad or any other text editor and add
the following entry in the bottom :

<CMIP> <smb_share_namespace>

CMIP will be the Cluster Management IP which is usually used to open HX connect UI.

For example,
10.10.10.1 hxhvsmb.example.com
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SCVMMをアカウントとして実行する場合は、Active Directory (AD)内の対応するHyperFlex組
織単位 (OU)のhxadmin (またはフル権限を持つ他のドメイン管理者アカウント)を使用するこ
とを推奨します。

（注）

手順

ステップ 1 System Center - Virtual Machine Manager (VMM)に、クラスタを追加します。

ステップ 2 VMMコンソールで、[Fabric] > [Server] > [All Hosts]に移動します。

ステップ 3 クラスタを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 4 [Properties]ウィンドウで、[File Share Storage] > [Add File Storage]を右クリックします。
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ステップ 5 マッピングが完了したら、次のスクリーンショットで示すように、共有が追加されます。
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ステップ 6 [OK]をクリックし、VMMを終了します。HyperFlex共有がマッピングされ、SCVMMを使用
してこの共有上で VMを作成できます。

Windows Defenderの再有効化
次のコマンドを実行して、Windows Defenderを再度有効にします。

PowerShellからの Defenderのインストール

Install-WindowsFeature -Name Windows-Defender

(オプション) PowerShellからの Defender GUIのインストール

Install-WindowsFeature -Name Windows-Defender-GUI

ホスト間の VMの移行

始める前に

スタンドアロンホストとHXHyper-Vホスト間のVM移行を実行するには、次の手順を実行し
ます。この手順を実行する前に、次の前提条件を満たすようにしてください。

•送信元と宛先の Hyper-Vホストが同じ Active Directoryにあることを確認します。例とし
て、この手順ではHXHVINFRA2をActive Directoryのスタンドアロン hyper-Vホストとし
て、「hxhvdom1.local」、HXHV1を同じActiveDirectory (hxhvdom1.local)内のHXHyper-V
ノードとして使用します。

• Failover Cluster Managerで、送信元と宛先の両方の Hyper-Vホストにライブ移行設定を設
定します。

手順

ステップ 1 Hyper-V Managerを開きます。

ステップ 2 [navigation (ナビゲーション)]ペインで、[HXHVINFRA2]を選択します。

ステップ 3 [Action (アクション)]ペインで、[Hyper-V Settings (Hyper-V設定)] > [Live Migrations (ライブ
移行)]をクリックします。

ステップ 4 [Live Migrations (ライブ移行)]ペインで、[Enable incoming and outgoing live migrations (有効な
着信および発信ライブ移行)]をオンにします。

ステップ 5 [Incoming live migrations (着信ライブ移行)]で、[Use the IP addresses for live migration (ライブ
移行に IPアドレスを使用する)]を選択します。[Add (追加)]をクリックし、次に [OK]をク
リックします。これにより、[Move (移動)]ウィザードが開きます。

ステップ 6 ウィザードページを使用して、移動、宛先サーバ、およびオプションのタイプを選択します。

ステップ 7 [Summary (サマリ)]ページで、選択したものを確認し、[Finish (終了)]をクリックします。
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インストール後の VLANの追加
インストールの完了後にVLANを追加することは、VMware固有のプロセスです。VLANを作
成するには、CiscoUCSManagerの手順に従う必要があります。「HyperFlexのインストール後
の VLANの追加」を参照してください。

手順

インストールの完了後に VLANをクラスタに追加するには、次の手順を実行します。
PS > Get-VMNetworkAdapterVlan -ManagementOS -VMNetworkAdapterName vswitch-hx-vm-network

VMName VMNetworkAdapterName Mode VlanList
------ -------------------- ---- --------

vswitch-hx-vm-network Untagged

PS > Get-NetLbfoTeamNic -Name team-hx-vm-network

Name : team-hx-vm-network
InterfaceDescription : Microsoft Network Adapter Multiplexor Driver #3
Team : team-hx-vm-network
VlanID :
Primary : True
Default : True
TransmitLinkSpeed(Gbps) : 80
ReceiveLinkSpeed(Gbps) : 80
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第 6 章

クラスタ拡張—コンバージドノード

•クラスタ拡張—コンバージドノード（67ページ）

クラスタ拡張—コンバージドノード

始める前に

• 3.5 (2a)よりも前のリリースで稼働している Hyper-Vクラスタの場合、クラスタ拡張はコ
ンバージドノードでのみサポートされます。

•コンバージドノードは、クラスタ作成後に追加できます。

•この手順には、Windowsオペレーティングシステムのインストールも含まれます。

•クラスタを展開する前に、Windows ISOファイルが使用可能であることを確認してくださ
い。

手順

ステップ 1 Cisco HX Data Platformのインストーラを起動します。

ステップ 2 ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。

ユーザ名：root

パスワード（デフォルト）： Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール
中にこれを変更する必要があります。ユーザーが入力した新しいパスワードを指定し

ない限り、インストールを続行できません。

（注）

ステップ 3 [利用規約に同意します（I accept the terms and conditions）]チェックボックスをオンにして、[ロ
グイン（Login）]をクリックします。

ステップ 4 [ワークフローの選択（Select a Workflow）]ページで、[クラスタ拡張（Cluster Expansion）]を
選択します。
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ステップ 5 [クラスタ（Cluster）]ページで、次のフィールドに入力し、[続行（Continue）]をクリックし
ます。

説明フィールド

既存のクラスタのホスト名。[クラスタ管理ホスト名（Cluster Management
Hostname）]

既存のクラスタの管理者ユーザ名。[ユーザ名（User Name）]

HXクラスタの管理者ユーザのパスワード。[パスワード（Password）]

ステップ 6 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに入力し、[続行（Continue）]をク
リックします。

説明フィールド

[UCS Manager Credentials]

Cisco UCS Managerの FQDNまたは IPアドレ
ス。

UCS Managerホスト名（UCS Manager
Hostname）

管理者ユーザーまたはCiscoUCSManagerの管
理権限を持つユーザー。

UCS Manager User Name

UCS Managerのパスワード。Password

ドメイン情報

既存のクラスタに関連付けられた HXサービ
スアカウント。

[HXサービスアカウント（HX Service
Account）]

HXサービスアカウントのパスワード。[パスワード（Password）]

制限された委任

次のいずれかのチェックボックスを選択しま

す。

制約付き委任 (Constrained Delegation)は、VM
ライブマイグレーションに必要です。制限付

き委任を後で設定する場合は、「ライブマイ

グレーションとVMネットワークの静的IPアド
レスの設定」で説明している手順を使用して

ください。

[制限付き委任を今すぐ設定する（推奨）
（Configure Constrained Delegation
now(recommended)）]または [制限付き委任を
後で設定する（ConfigureConstrainedDelegation
later）]

制約付き委任 (ConstrainedDelegation)に必要で
す。

[HXサービスアカウントのパスワード（HX
Service Account Password）]
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説明フィールド

HXサービスアカウントが提供されている場
合は、チェックボックスをクリックします。

オンにすると、制限付き委任に HXサービス
アカウントが使用されます。ユーザはドメイ

ン管理者である必要があります。

HXサービスアカウントを使用します。

ドメインレベルのユーザ名を入力します。[ユーザ名（Username）]

ドメインレベルのパスワードを入力します。[パスワード（Password）]

ハイパーバイザのクレデンシャル

Hyper-Vホストのローカル管理者ユーザ名。[ローカル管理者アカウント（Local
Administrator Account）]

ローカル管理者アカウントのパスワード。[パスワード（Password）]

ステップ 7 [ノードの選択（Node Selection）]ページの [関連あり（Associated）]タブと [関連なし
（Unassociated）]タブで、すべての関連付けられているサーバと関連付けられていないサーバ
をそれぞれ確認します。

[関連なし（Unassociated）]タブでは、既存のクラスタに任意のノードを追加できます。

[関連あり（Associated）]タブでは、既存のクラスタからサーバの関連付けを解除できます。

ステップ 8 [UCSMの設定（UCSM Configuration）]ページで、既存のクラスタの VLAN設定とMACプー
ル情報に関して自動入力される詳細情報を表示または変更します。次に、[続行（Continue）]
をクリックします。

ステップ 9 [ハイパーバイザの設定（HypervisorConfiguration）]ページで、次のフィールドに入力します。
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説明フィールド

このチェックボックスは、デフォルトでオン

になっています。

チェックボックスを選択したままにして、OS
のインストールとネットワークの設定を有効

にします。[参照（Browse）]をクリックし、
ISOファイルを選択してアップロードします。
または、ISOファイルをそのエリアにドラッ
グアンドドロップします。

[インストールするオペレーティングシステム
の選択（Select the Operating System you wish to
install）]から、次のいずれかを選択します。

• Windows Server 2016 Datacenter（デスク
トップエクスペリエンス）

• Windows Server 2016 Datacenter（Core）

• Windows Server 2019 Datacenter（デスク
トップエクスペリエンス）

[ハイパーバイザ（HYPER-V）のインストール
（Install Hypervisor (Hyper-V)）]

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 10 [ノードの設定（Node Configuration）]ページで、[コンバージドサーバの追加（Add Converged
Server）]をクリックしてサーバを既存のクラスタに追加します。

ステップ 11 [開始（Start）]をクリックして展開を開始します。[進捗状況（Progress）]ページには、設定タ
スクの進捗状況が表示されます。

ステップ 12 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブ移行と VMネットワークの静的 IPアドレスの設定（44ページ）

•（任意）インストール後の制約付き委任（44ページ）

•ローカルのデフォルトパスを設定する（45ページ）

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（53ページ）

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
70

クラスタ拡張—コンバージドノード

クラスタ拡張—コンバージドノード



第 7 章

クラスタ拡張—コンピューティング専用
ノード

•概要（71ページ）
•拡張前のチェックリスト（71ページ）
•クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M 2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SAS
ドライブ)（76ページ）

•クラスタ拡張: M4ブレードサーバ (ファイバチャネル SAN)（109ページ）

概要
コンバージドまたはコンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張でき
ます。次に、Hyper-Vクラスタでサポートされているコンバージドおよびコンピューティング
専用ノードのリストを示します。

•コンバージドノード: HX220c M5、HX240c M5、HX220c AF M5、HX240c AF m5

•コンピューティング専用ノード: B200 M5、B200 M4ブレードサーバ、C220 M5 Cシリー
ズラックサーバ

次の手順では、コンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張する方法
について説明します。この拡張ワークフローにはWindows OSのインストールが含まれてお
り、HXインストーラを使用したクラスタ作成する際には実行されません。コンバージドノー
ドを使用して Hyper-Vクラスタを拡張するには、クラスタ拡張—コンバージドノード（67
ページ）を参照してください。

拡張前のチェックリスト
コンピューティング専用ノードを追加してHyper-Vクラスタを拡張するには、主要な要件、考
慮事項、およびタスクをまとめた次の拡張前のチェックリストを満たすようにしてください。
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説明要件/タスク

3.5 (2a)以降

クラスタが 3.5 (2a)
より前のリリースで

実行されている場合

は、既存のクラスタ

を少なくとも3.5 (2a)
にアップグレードし

ていることを確認し

てください。

重要

HX Data Platformサポートされるバージョンお

よびプラットフォーム

UCSB200M5ブレー
ドサーバ (M.2 SATA
ドライブ搭載)。

HW RAID M.2
(UCS-M2-HWRAID
および
HX-M2-HWRAID)
は、コンピューティ

ング専用ノードでは

サポートされていま

せん。

UCSB200M4ブレー
ドサーバ (ローカル
SASまたはファイバ
チャネル SAN搭
載)。

注目コンピューティング専用ノー

ドとストレージオプション

お客様から提供される
Windows 2016Datacenter Edition
ISO

Windows ISO

1:1コンピューティングからコン

バージドへの最大比率

1個のクラスタに最大 32ノードを設定できます。最大クラスタサイズ

コンピューティング専用ノードとHyperFlexコンバージドノー
ド間でネットワーク速度を混在させることは推奨されません。

たとえば、コンバージドノードの既存のネットワーク接続が

40 GbEの場合、コンピューティング専用ノードも 40 Gbの速
度で接続する必要があります。

ネットワーク速度
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説明要件/タスク

トポロジおよび追加するコンピューティング専用ノードのタ

イプに基づいて、次の拡張シナリオのいずれかを選択します。

• M.2SATAドライブを搭載したUCSM5ブレードサーバ、
またはローカル SASドライブを搭載したUCSM4ブレー
ドサーバのクラスタ拡張

HW RAID M.2 (UCS-M2-HWRAIDおよび
HX-M2-HWRAID)は、コンピューティング専用
ノードではサポートされていません。

（注）

•ファイバチャネルを搭載したUCSM4ブレードサーバの
クラスタ拡張

ブートディスク接続の決定

Windows OSのインストール時に、240GBよりも大きいブー
トディスクが 1個のみ存在することを確認します。クラスタ
の拡張が完了したら、追加のディスクを選択できます。

ブートディスク容量
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説明要件/タスク

HyperFlexドライバイメージ
の準備
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説明要件/タスク

WINDOWS ISOおよび HyperFlexドライバイメージファイ
ルは、Cisco UCS Managerおよびアウトオブバンドサブネッ
トから到達可能な共有ロケーション (HXインストーラなど)
に配置する必要があります。インストーラVM内の共有ロケー
ションで、HyperFlexドライバイメージとWindows ISOをダ
ウンロードしてホストするには、次の手順を使用します。

Windows Server 2016の場合は、次の手順を実行して、OSの
自動インストール用の適切なドライバイメージを準備しま

す。

1. HXインストーラ VMに接続し、
/var/www/localhost/images/が含まれているフォル
ダを参照します。

2. HyperFlexドライバイメージ
(/opt/springpath/packages/latest.img)を、イ
メージフォルダ (/var/www/localhost/images/)に
コピーします。

Windows Server 2019の場合は、次の手順を実行して、OSの
自動インストール用の適切なドライバイメージを準備しま

す。

1. HyperFlexドライバイメージをコピーします。たとえば、
次のコマンドを実行します。

rsync -avzP /opt/springpath/packages/latest.img
/var/www/localhost/images/install.img

2. HyperFlexドライバイメージをマウントします。たとえ
ば、次のコマンドを実行します。

mkdir -p /mnt/install-img && mount -o loop,rw
/var/www/localhost/images/install.img /mnt/install-img

3. Windows Server 2019に固有の応答ファイルをコピーしま
す。たとえば、次のコマンドを実行します。

cp
/opt/springpath/packages/FactoryUnattendXML/WindowsServer2019/Autounattend.xml.ro
/mnt/install-img/Autounattend.xml

4. サイズの値を変更して、ブートパーティションのサイズ
を増やすことによって、Autounattend.xmlファイルを編集
します。次に例を示します。

<CreatePartition wcm:action="add">

<Order>2</Order>
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説明要件/タスク

<Extend>false</Extend>

<Size>92160</Size>

<Type>Primary</Type>

</CreatePartition>

<Size>の値を 92160から 195668に変更します。

5. HyperFlexドライバイメージをマウント解除します。たと
えば、次のコマンドを実行します。

umount /mnt/install-img

SDカードにWindows Server 2019または 2016をイ
ンストールすることはできません。

（注）

autounattend.xmlで参照されているDiskIDは、OSが
インストールされているコンピューティングノード

上のローカルディスクを正しく指し示す必要があり

ます。

（注）

ファイバチャネル SANでは、マルチパスを使用しないでく
ださい。

ファイバチャネルSANを使用
したマルチパス

コンピューティング専用ノードの拡張は、コンピューティン

グノードが同じファブリックインターコネクト上にある場合

にのみサポートされます。

ファブリックインターコネク

トサポート

クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M 2 SATA)またはM4
ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)

手順の概要

UCS M5ブレードサーバ (M. 2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)を
追加するための Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト

2. Cisco UCS Managerの設定（77ページ）

3. Microsoft OSのインストール（85ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張（97ページ）
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5. 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブ移行と VMネットワークの静的 IPアドレスの設定（44ページ）

•（任意）インストール後の制約付き委任（44ページ）

•ローカルのデフォルトパスを設定する（45ページ）

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（53ページ）

Cisco UCS Managerの設定
次の手順では、HXインストーラを使用した Cisco UCS Managerの設定について説明します。

手順

ステップ 1 次の手順を使用して、HX Data Platformインストーラにログインします。

a) ブラウザに、HXData PlatformインストーラがインストールされるVMのURLが入力され
ました。

b) 次のクレデンシャルを使用します。 ユーザ名: root、パスワード: Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要があります。ユーザーが入力した新しいパスワー

ドを指定しない限り、インストールを続行できません。

重要

c) EULAを読みます。[I accept the terms and conditions]をクリックします。[ログイン（Login）]
をクリックします。

ステップ 2 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] >
[Compute Node (コンピューティングノード)]を選択します。
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ステップ 3 次の画面で、[Run UCS Manager Configuration (UCSマネージャ設定の実行)]をクリックし、
[Continue (続行)]をクリックします。

この時点で他のワークフローオプションを選択しないでください。注意
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ステップ 4 表示されるポップアップで [確認 (Confirm)]をクリックします。

ステップ 5 [Credentials (クレデンシャル)]ページで、UCS Managerの次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

UCS Managerの FQDNまたは VIPアドレス。UCS Manager Host Name

管理者ユーザーおよびパスワードまたはCisco
UCS Managerの管理者権限を持つユーザー。

UCS Managerユーザ名とパスワード

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Continue]をクリックして進みます。インストーラは、UCSManagerに接続し、使用可能なサー
バーを照会しようとします。インストーラが進行すると、設定ペインが表示されます。クエリ

が終了すると、使用可能なサーバが画面上に表示されます

ステップ 6 [Server Selection (サーバ選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択
して、[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 7 [UCSM Configuration (UCSM設定)]ページで、VLAN設定の次のフィールドに値を入力しま
す。

HyperFlexには少なくとも 4つのVLANが機能する必要があり、それぞれが異なる IPサブネッ
ト上にあり、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで拡張す

る必要があり、プライマリファブリックインターコネクト (ファブリック A)から従属ファブ
リックインターコネクト (ファブリック B)へのトラフィックフローを確実にする必要があり
ます。

ID使用法名前

10Hyper-Vおよび Hyperflex VM
管理。

hx-inband-mgmt

20HyperFlexのストレージトラ
フィック

hx-storage-data

30Hyper-Vライブマイグレー
ションネットワーク

hx-livemigrate

100,101VMゲストネットワークvm-network

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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•ベストプラクティスではないため、VLAN1を使用しないでください。また、レ
イヤ 2で問題が発生する可能性があります。

• vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

4つのコアネットワークの名前を変更することはできません。注意

ステップ 8 MACプールの残りのネットワーク設定、Cisco IMCの「hx」 IPプール、Cisco IMCアクセス管
理 (アウトオブバンドまたはインバンド)を入力します。

値説明フィールド

[MAC Pool]

00:25:b5:xxHXクラスタのMACアドレス
プールは、インストーラに

よって UCSMで設定されま
す。MACアドレスプールが
レイヤ 2環境の他の場所で使
用されていないことを確認し

ます。

MAC Pool Prefix

Cisco IMCの 'hx' IPプール

10.193.211.124-.127HyperFlexノードのアウトオブ
バンド管理に使用される IPア
ドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワー

クのサブネットマスク

Subnet Mask

10.193.0.1アウトオブバンドネットワー

クのゲートウェイアドレス

Gateway
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値説明フィールド

Cisco IMCアクセス管理(アウトオブバンドまたはインバンド)

コンバージドノードクラスタ

の作成に使用されたオプショ

ンを選択します。

インバンド(推奨)

アウトオブバンド

•アウトオブバンドネットワークは、UCS Managerと同じサブネット上にある必要があります。

•複数のアドレスブロックをコンマ区切りの行として追加することができます。

（注）

FC SANブートオプションを使用してM4ブレードサーバを使用して hyper-vクラスタ
を拡張する場合は、fcストレージを有効にする必要があります。FCストレージの
フィールドに入力します。

重要

表 3 : (オプション) FC SANを搭載したM4ブレードサーバに適用可能

値の例説明フィールド

FCストレージを有効にするに
はオンにします

FXストレージを有効にする必
要があるかどうかを示す

チェックボックス。

FC Storage

20:00:25: B5: C2WWノード名およびWWポー
ト名の両方を含むWWNプー
ル。それぞれのファブリック

インターコネクトに対し、

WWPNおよびWWNN用の
WWxNプールが作成されま
す。

WWxN Pool
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値の例説明フィールド

hx-ext-storage-fc-aプライマリファブリックイン

ターコネクト（FI-A）のVSAN
の名前。デフォルトでは、

hx-ext-storage-fc-aに設定され
ています。

VSAN A Name

70プライマリファブリックイン

ターコネクト（FI-A）のネッ
トワークに割り当てられた一

意の ID。

VSAN A ID

hx-ext-storage-fc-b下位のファブリックインター

コネクト（FI-B）の VSANの
名前。デフォルトでは、

hx-ext-storage-fc-bに設定され
ています。

VSAN B Name

70下位のファブリックインター

コネクト（FI-B）のネットワー
クに割り当てられた一意の

ID。

VSAN B ID

ステップ 9 [詳細設定（Advanced）]セクション

値の例説明フィールド

3.2(3a)適切な UCSサーバファーム
ウェアバージョンを選択しま

す。

UCSファームウェアサーバ
バージョン

このユーザ定義名は、識別を

容易にするために UCSMの
サービスプロファイル命名の

一部として使用されます。

HyperFlex Cluster Name

HX-Cluster1org. nameは、HX環境を他の
UCSプラットフォームと分離
して一貫性を確保するために

使用されます。

Org Name

ステップ 10 [Start (スタート)]をクリックすると、インストーラは入力を検証し、UCSマネージャの設定を
開始します。

ステップ 11 HX Data Platformインストーラが終了したら、次の手順に進むことができます。
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Microsoft OSのインストール
Microsoft OSのインストールでは、まず、Cisco UCS Managerで次の 2つのイメージファイル
をマップするように vMediaポリシーを設定する必要があります。

•顧客から提供されるWindows 2016 datacenter EDITION ISOまたはWindows Server 2019
Datacenter-デスクトップ体験 ISO、および

• Ciscoから提供される Cisco HyperFlexドライバイメージ

ファイル共有とすべてのサーバ管理 IPアドレスの間にネットワーク接続が確立されているこ
とを確認します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerの起動:

a) Webブラウザで Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。
b) [Launch UCS Manager]をクリックします。

c) ログイン画面で、ユーザ名としてadminを入力し、インストールの開始時に設定したパス
ワードを入力します。[Log in]をクリックします。

ステップ 2 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。
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d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、 HX
vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用
できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後にこの名前を変更する

ことはできません。

Name

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場

所や条件についての情報を含めることを推

奨します。最大 115文字を入力できます。

Description
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説明フィールド名

障害の発生時に vMediaがマウントを続行す
るかどうかを指定します。ここに表示され

る値は次のとおりです。

•あり

•なし

デフォルト設定は、[Yes]です。
[はい (Yes)]を選択すると、マウン
トに成功するか、このオプション

が無効化されるまで、リモート

サーバは vMediaマウントプロセ
スのマウントを試行し続けます。

[No]を選択すると、警告メッセー
ジが表示され、マウントが失敗し

た場合にはリトライが機能しない

ことが示されます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

例については次のスクリーンショットを参照してください。

e) [vMedia Mounts]ペインの下のアイコンバーで [+ Add]をクリックします。[Create vMedia
Mount]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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値の例説明フィールド名

Windows ISOマウントポイントの名前。Name

Windows Server 2016画像

または

Windows Server 2019画像

詳細を確認するのに使用でき

ます。

Description

CDDマウントする画像のタイプこ

こに表示される値は次のとお

りです。

• [CDD]：スクリプト可能
vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能
vMedia HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルが置かれている
共有にアクセスするために使

用されるプロトコル。

[Protocol]

10.101.1.92イメージをホストしている

サーバーの IPアドレスまた
は FQDN。

Hostname/IP Address

なしこの値は、HyperFlexインス
トールでは使用されません。

[Image Name Variable]

マウントする ISOファイルの
ファイル名。

[Remote File]

ファイルが存在するリモート

サーバ上のパス

Remote Path

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、ユーザ名が必要な場

合があります

Username

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、パスワードが必要な

場合があります

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMedia Policies]画面に戻り、送
信した情報が表示されます。
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g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを HDDに、ファイル名をCisco HyperFlex driver
imageに変更します。

h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つのvMediaマウントが
[Create vMedia Policy]画面に表示されます。
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ステップ 3 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サー
ビスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] >
[hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または
[compute-nodes-m5]を選択します。
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b) [vMedia Policy]タブをクリックします。次に、[Modify vMedia Policy]をクリックします。

c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリック
します。

d) [General]タブで、仮想メディア（vMedia）ポリシーがサービスプロファイルに追加され
たことを確認します。
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ステップ 4 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]設定ウィンドウで、[CIMC Mounted CD/DVD]をクリックします。次に、
[CIMCマウント CD/DVDの追加(Add CIMC Mounted CD/DVD)]をクリックして、これを
ブート順序に追加します。上に移動ボタンを使用してブート順序の先頭に移動します。

次のスクリーンショットで示されているように、 CIMCマウント CD/DVDオプ
ションはその他のオプション、ローカルディスクの組み込みとCD/DVDの前の
ブート順序で最上位である必要があります。

重要
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d) [Save Changes]をクリックし、[Success]ダイアログボックスで[OK]をクリックします。変
更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 5 成功した vMediaマウントを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ > CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ #1 (OSイ
メージ)とマウントエントリ #2 (Cisco HyperFlexドライバイメージ)を確認し、ステータ
スが [マウント済み]であり、障害がないことを確認します。

c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初のHyperFlexサービスプロファイル
を選択します。

d) [General]タブをクリックし、[Actions] > [KVM Console>>]を選択します。
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新しいブラウザでKVMコンソールが開いてみます。ポップアップブロッカーに
注意してください。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）

e) ホストを再起動し、KVMを起動して、Windowsインストールの進捗状況を監視します。
[ファイルを読み込んでいます (Loading Files)]画面が表示されます。Windowsはユーザー
の介入なしに自動的にインストールされます。

ユーザーの介入なしにWindowsを自動的にインストールするオプションは、新規
インストールまたは初回インストールの場合にのみ適用されます。再インストー

ルの場合、またはノードにすでにWindowsパーティションが含まれている場合
は、「いずれかのキーを押してCD/DVDから起動してください」のプロンプトに
応答する必要があります。

（注）

青い画面が表示され、しばらくすると [セットアップが開始されました (Setup is starting)]
メッセージが表示されるはずです。ホストは数回再起動します。自動インストールが開始

されない場合は、両方のイメージがサーバにマウントされていることを再度確認します。

f) c:\users\administrator>でクリアコマンドプロンプトが表示されたら、インストー
ルは完了です。これは、Windows Coreおよび Desktop Experienceの両方のインストールに
適用されます。ドライバイメージをコピーしてインストールするには数分かかる可能性が

あります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]
というメッセージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確
認します。

重要
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Microsoft Windows OSがノードにすでにインストールされている場合は、新しい
OSのインストールが行われるように、ノードが起動したときに続行するには、
任意のキーをクリックする必要があります。

続行するためにキーを何もクリックしていない状態で、以前にインストールされ

た OSがインストールされている既存のノードを展開すると、新しいインストー
ルがスキップされ、さらなる拡張に失敗します。

（注）

g) 各サーバにログインし、次のことを確認します。

Powershellコマンド Get-ScheduledTask -TaskName HXInstallbootstraplauncherTaskを実行

します。HXインストールブートストラップランチャタスクが実行されていることを確認
します。次のような出力例を示します。

TaskPath TaskName State
-------- --------
-----
\ HXInstallbootstraplauncherTask
Running

C:\ProgramData\Cisco\HyperFlex\Install\Log\PostSysprepSetup.logにロ
グ行「Done with HX PostSysPrepSetup」が存在することを確認します。

Powershellコマンド Get-Command Get-VMSwitchを実行します。コマンドが正常に実行され

ていることを確認します (例外はありません)。次のような出力例を示します。

CommandType Name Version Source
----------- ---- ------- ------
Cmdlet Get-VMSwitch 2.0.0.0 Hyper-V

ステップ 6 VMediaポリシーをリセットして、デフォルトの HyperFlexポリシーに戻します。

a) コンピューティングノードの vMediaポリシーを更新します。[Servers (サーバ)] > [Service
Profile Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] >
[Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレー
ト)] [compute-nodes]、または [compute-nodes-m5]に移動します。次に、[Modify vMedia
Policy]を選択します。

b) [vMediaポリシー (vMedia Policy)]ドロップダウン選択で、[HyperFlex]ポリシーを選択しま
す。

ステップ 7 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、CIMCマウントCD/DVDオプションリストの一番下に移動
するのに下へ移動]ボタンを使用します。

ステップ 8 ローカル管理者パスワードを、既存のクラスタのパスワードと一致するように変更します。

a) 新しくインストールされたコンピューティングノードにログインします。
b) コマンドプロンプトを開きます。
c) 次のコマンド net User Administrator < password >を実行します。
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ステップ 9 HXInstallbootstraplauncherTaskのパスワードを更新し、実行されていることを確認します。

a) 実行されている場合は、スケジュール済みタスクが「HXInstallbootstraplauncherTask」を停
止します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Stop-ScheduledTask

b) タスクのクレデンシャルをっ更新します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Set-ScheduledTask

-User "Administrator" -Password <password>

c) スケジュールされたタスクを開始し、実行中であることを確認します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Start-ScheduledTask

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask"

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタ
の拡張

WindowsOSのインストールが完了したら、次の手順を実行してハイパーバイザを設定し、HX
Data Platformソフトウェアをインストールして、クラスタを拡張します。

手順

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラを再度開き、ログインします。

ステップ 2 前のワークフローが終了したため「やり直す」必要がある可能性があります。右上隅にある歯

車アイコンをクリックし、[やり直す]を選択します。

ステップ 3 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] >
[Compute Node (コンピューティングノード)]を選択します。
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ステップ 4 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand HX Cluster (HXクラスタの拡張)]
を選択します。[Is OS installed on the Node (ノードにOSをインストールする)]、[Run Hypervisor
Configuration (ハイパーバイザ設定の実行)]、[Deploy HX Software (HXソフトウェアの展開)]
チェックボックスをオンにしたままにします。

ステップ 5 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。
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ステップ 6 [Cluster (クラスタ)]ページで、次のフィールドに値を入力します。

値の例説明フィールド

10.104.252.135HXクラスタの管理 IPアドレ
ス

HXクラスタ管理 IP

admin管理者のユーザー名クラスタ管理ユーザー

管理者パスワードPassword
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ステップ 7 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

表 4 : UCS Managerクレデンシャル

フィールド

UCSMの FQDNまたは VIPア
ドレス。

[UCS Manager Host Name]

管理ユーザーまたは UCSM管
理権限を持つユーザー

UCS Manager User Name

UCS Managerユーザー名のパ
スワード。

パスワード
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表 5 : Domain Information (ドメイン情報)

フィールド

hxadminプレインストールフェーズで

作成された HXサービスアカ
ウント。

HXサービスアカウント

HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

次のいずれかのチェックボッ

クスを選択します。制約付き

委任 (Constrained Delegation)
は、VMライブマイグレー
ションに必要です。

今すぐ制約付き委任を設定 (推
奨)

後で制約付き委任を設定

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ステップ 8 [NodeSelection (ノード選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択し
て、[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 9 [Hypervisor Configuration (ハイパーバイザ設定)ページで、[VLAN Configuration (VLAN設
定)]、[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]、および [Hypervisor Credentials (ハイパーバ
イザクレデンシャル)]の次のフィールドに値を入力します。

VLAN設定—HyperFlexには少なくとも 4つの VLANが必要であり、それぞれが異なる IPサ
ブネット上にあり、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで

拡張する必要があり、プライマリファブリックインターコネクト (ファブリック A)から従属
ファブリックインターコネクト (ファブリック B)へのトラフィックフローを確実にする必要
があります。

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ハイパーバイザ設定:チェックボックス [Make IP Addresses and Hostnames Sequential (IPアドレ
スとホスト名を連続させる)]のチェックをオンのままにする場合、インストーラが残りのサー
バを最初から連続的に自動入力します。

ハイパーバイザクレデンシャル:Hyper-Vホスト上のローカル管理者ユーザー名を入力します。
[Continue]をクリックします。

ステップ 10 [Node Configuration (ノード設定)]ページで、[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]と [IP
Addresses (IPアドレス)]のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのサブネットマ

スク

Subnet Mask

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのデフォルト

ゲートウェイ

Gateway

10.101.251.1ハイパーバイザホストがメン

バーを外れるADのDNSサー
バのカンマ区切りリスト。

DNSサーバ

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.0インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
104

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張



[Start (開始)]をクリックしてハイパーバイザ設定を開始します。これでインストールが続行
し、ハイパーバイザのホストを設定します。

ステップ 11 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。
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ステップ 12 [Progress (進捗)]画面には、ハイパーバイザ設定とクラスタ拡張のステータスが表示されます。
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ステップ 13 プロセスが正常に終了すると、[Summary (概要)]ページに完了ステータスが表示されます。
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HX Connectにログインするには、[Launch HX Connect (HX Connectの起動)]をクリックしま
す。[HXConnectDashboard (HXConnectダッシュボード)]ページには、クラスタの状態、動作
ステータス、およびクラスタ内の新しく追加されたコンピューティング専用ノードの情報が表

示されます。
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クラスタ拡張: M4ブレードサーバ (ファイバチャネル
SAN)

概要

ファイバチャネルを備えた UCS B200 M4ブレードサーバストレージブートオプションの
Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト

2. Cisco UCS Managerの設定

3. Microsoft Windows OSのインストール（110ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張

5. 次のインストール後の手順を実行します。
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•ライブ移行と VMネットワークの静的 IPアドレスの設定（44ページ）

•（任意）インストール後の制約付き委任（44ページ）

•ローカルのデフォルトパスを設定する（45ページ）

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（53ページ）

Microsoft Windows OSのインストール
この手順は、 UCS B200 M4ブレードサーバ (コンピューティング専用ノード)を追加し、ファ
イバチャネル SANブートオプションを有効にして、Hyper-Vクラスタを拡張する場合に使用
します。

手順

ステップ 1 UCS Managerを起動しログインします。

ステップ 2 次の手順を実行し、サービスプロファイルテンプレートを複製します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで [Servers (サーバ)]をクリックします。

b) 複製する組織のノードを展開し、[Create a clone (複製の作成)]を選択します。

c) [Create clone From Service Profile (サービスプロファイルから複製を作成する)]ダイアロ
グボックスで、[Clone Name (複製名)]フィールドの新しいプロファイルに使用する名前を
入力します (例: hx-compute)。[OK]をクリックします。

ステップ 3 FCゾーン分割を有効にするには、次の手順を実行します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[SAN] > [VSAN]をに移動します。

b) [FC Zoning (FCゾーン分割)]の下の [Enabled (有効)]ラジオボタンが選択されていること
を確認します。

ステップ 4 現在のサービスプロファイルテンプレートからブレードサーバのバインドを解除し、手順 2
で新しく作成したテンプレートにバインドします。

ステップ 5 Hyperflex ドライバイメージファイルをマウントし、 autounattend.xmlファイルを変更
するには、次の手順を実行します。

a) HXインストーラ VMに接続し、Windows ISOおよび HyperFlexドライバイメージファイ
ルを含む共有フォルダに移動します。

b) HyperFlexイメージをマウントするには、次のコマンドを実行します。

mkdir /mnt/hx-img
mount /var/www/localhost/images/latest.img /mnt/hx-img

c) Autounattend.xmlファイルを開き、 DiskIDを検索して、0からWindows PE (WinPE)
の値に変更します。

ステップ 6 SANブートポリシーを設定するには、次の手順を実行します。
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a) 手順 2で新しく作成したサービスプロファイルテンプレートを選択し、[Boot Order (ブー
ト順序)]タブに移動します。[Modify Boot Policy (ブートポリシーの変更)]をクリックしま
す。[Modify Boot policy (ブートポリシーの変更)]ページで、[Create boot policy (ブートポ
リシーの作成)]をクリックします。

b) [VHBAs]を展開し、[ ADD SAN Boot]を選択し、[name]フィールドに、vhbasの名前を入
力します (例: hx)。

c) [Primary (プライマリ)]を選択し、[OK]をクリックします。

d) [ADD SAN Boot target (SANブートターゲットの追加)]で、[Boot target LUN (ブートター
ゲット LUN)]を [0]に設定したままにします。 [Boot TARGET WWPN]フィールドに、ス
トレージアレイからWWPNを入力します。[Type (タイプ)]が [Primary (プライマリ)]に
設定されていることを確認し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。
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d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、 HX
vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用
できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後にこの名前を変更する

ことはできません。

Name

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場

所や条件についての情報を含めることを推

奨します。最大 115文字を入力できます。

Description

障害の発生時に vMediaがマウントを続行す
るかどうかを指定します。ここに表示され

る値は次のとおりです。

•あり

•なし

デフォルト設定は、[Yes]です。
[Yes]を選択すると、マウントに成
功するか、このオプションが無効

化されるまで、リモートサーバは

vMediaマウントプロセスのマウン
トを試行し続けます。[No]を選択
すると、警告メッセージが表示さ

れ、マウントが失敗した場合には

リトライが機能しないことが示さ

れます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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e) [vMedia Mounts]ペインの下のアイコンバーで [+ Add]をクリックします。[Create vMedia
Mount]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

値の例説明フィールド名

Windows ISOマウントポイントの名前。Name

Windows Server 2016画像詳細を確認するのに使用でき

ます。

Description

CDDマウントする画像のタイプこ

こに表示される値は次のとお

りです。

• [CDD]：スクリプト可能
vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能
vMedia HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルが置かれている
共有にアクセスするために使

用されるプロトコル。

[Protocol]
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値の例説明フィールド名

10.101.1.92イメージをホストしている

サーバーの IPアドレスまた
は FQDN。

Hostname/IP Address

なしこの値は、HyperFlexインス
トールでは使用されません。

[Image Name Variable]

マウントする ISOファイルの
ファイル名。

[Remote File]

ファイルが存在するリモート

サーバ上のパス

Remote Path

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、ユーザ名が必要な場

合があります

Username

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、パスワードが必要な

場合があります

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMedia Policies]画面に戻り、送
信した情報が表示されます。

g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを HDDに、ファイル名をCisco HyperFlex driver
imageに変更します。

h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つのvMediaマウントが
[Create vMedia Policy]画面に表示されます。
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ステップ 8 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サー
ビスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] >
[hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または
[compute-nodes-m5]を選択します。
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b) [vMedia Policy]タブをクリックします。次に、[Modify vMedia Policy]をクリックします。

c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリック
します。

d) [General]タブで、仮想メディア（vMedia）ポリシーがサービスプロファイルに追加され
たことを確認します。
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ステップ 9 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) (M5サーバのみ) [Boot Order (ブート順序)]設定ペインで、[CIMC Mounted CD/DVD (CIMC
マウントCD/DVD)]をクリックします。次に、[CIMCマウントCD/DVDの追加(Add CIMC
Mounted CD/DVD)]をクリックして、これをブート順序に追加します。上に移動ボタンを
使用してブート順序の先頭に移動します。

CIMCマウントCD/DVDオプションはその他のオプション、ローカルディスクの
組み込みとCD/DVDの前のブート順序で最上位である必要があります。

重要
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(ローカル SASドライバを備えたM4サーバの場合)[Boot Order (ブート順序)]設定ペイン
で、[vHBAs]をクリックします。次に、[ADD SAN boot (SANブートの追加)]をクリック
して、ブート順序に追加します。

d) [Save Changes]をクリックし、[Success]ダイアログボックスで[OK]をクリックします。変
更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 10 成功した vMediaマウントを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ > CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ #1 (OSイ
メージ)とマウントエントリ #2 (Cisco HyperFlexドライバイメージ)を確認し、ステータ
スが [マウント済み]であり、障害がないことを確認します。

c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初のHyperFlexサービスプロファイル
を選択します。

d) [General]タブをクリックし、[Actions] > [KVM Console>>]を選択します。

新しいブラウザでKVMコンソールが開いてみます。ポップアップブロッカーに
注意してください。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）
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e) ホストを再起動し、KVMを起動して、Windowsインストールの進捗状況を監視します。
[ファイルを読み込んでいます (Loading Files)]画面が表示されます。Windowsはユーザー
の介入なしに自動的にインストールされます。青い画面が表示され、しばらくすると [セッ
トアップが開始されました (Setup is starting)]メッセージが表示されるはずです。自動イン
ストールが開始されない場合は、両方のイメージがサーバにマウントされていることを再

度確認します。

f) Windowsのインストールが完了すると、コマンドプロンプトが表示されます。インストー
ルが完了するまで待ちます。その後、ホストは数回再起動します。

c:\users\administrator>でクリアコマンドプロンプトが表示されたら、インストー
ルは完了です。ドライバイメージをコピーしてインストールするには数分かかり、リブー

ト操作が必要になることがあります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]
というメッセージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確
認します。

重要

g) 各サーバにログインし、C>Users>Administrator>Get-ScheduledTaskコマンドを入力し、HX
Install Bootstrap Launcherタスクが実行中であることを確認します。

ステップ 11 サービスプロファイルから vMediaポリシーを削除します。

a) サービスプロファイルから vMediaポリシーをマップ解除するには、[Servers (サーバ)] >
[Service Profile Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] >
[Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレー
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ト)] [ompute-nodes]または [compute-nodes-m5]を順に選択します。次に、[Modify vMedia
Policy]を選択します。

b) [vMediaポリシー（vMedia Policy）]ドロップダウンの選択肢で、2つのイメージのマップ
に使用した vMediaポリシー（HX-vMedia）をオフにします。

ステップ 12 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、CIMCマウントCD/DVDオプションリストの一番下に移動
するのに下へ移動]ボタンを使用します。

この手順で復元したブート順序については、次のスクリーンショットを参照してくださ

い。

次のタスク

この手順の最後に、Windows OSが正常にインストールされます。次に、「ハイパーバイザ設
定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張」に進み、クラスタ拡張ワークフ
ローの残りの手順を実行します。
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第 8 章

トラブルシューティング情報

•トラブルシューティング（123ページ）

トラブルシューティング
ここでは、Hyper-V展開中に発生した問題のトラブルシューティング情報を示します。

回避策と推奨事項症状またはシナリオ

障害が発生したノードを再起動す

るか、ログアウトしてから再度ロ

グインします。

クラスタ拡張の展開中に、1個のノードで障害が発生し、
次のエラーメッセージが表示されます。

タスクで失敗しました：「スケジュールされたタスクの有効化と実行」

とエラー

[展開の再試行 (retry deploy)]が機能せず、同じノードが再
度失敗しました。

また、Windowsのエラーログには、このノードに実際の
権限がある場合でも、「サーバに管理者権限がありません」と

表示されます。

フェールオーバークラスタマネー

ジャ (FCM)でファイルウィットネ
ス共有を作成し、ウィットネス共

有として構成します。作成された

ウィットネス共有を他の目的で使

用しないことをお勧めします。

ファイルウィットネス共有が設定されていません。

• VLAN IDを手動で設定して再
試行するか、

•コントローラー VMを削除し
て、再試行してください。

ストレージコントローラVM (SCVM)のタイムアウトを
待っています。
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回避策と推奨事項症状またはシナリオ

インストールの「HX Data Platform
のインストーラとクラスタ設定の

展開」の段階で HXのインストー
ラを再起動し、正しいクレデンシャ

ルを入力します。

HXインストーラへの不正なActiveDirectoryクレデンシャ
ルが原因で、HXインストーラがコンピュータをドメイン
に参加できません。

いずれかのコントローラ VMがダ
ウンしているときは、Windows側
のカウンタを使用してください。

クラスタ内のいずれかのコントローラ VMがダウンして
いるときに、表示されるノードごとの統計が信頼できな

いものになります。

Windows 2008のデフォルトの
Internet Explorerセキュリティ設定
により、FQDN名を使用した HX
接続のアクセスを防止します。回

避策として、次のいずれかが可能

です。

• Internet Explorerの設定を変更
します。

• IPアドレスを使用します。

• Chromeや Firefoxなどの、サ
ポートされるブラウザを使用

します。

クラスタのインストールが正常に完了すると、HXConnect
の FQDNアドレスにアクセスできない場合があります。

これは l nlyノードです。コンピューティング専用ノードでは、[HX Connect
Dashboard (HXConnectダッシュボード)]ページでパフォー
マンスチャートを使用できません。

1. ブートポリシーを組み込み
ディスク (任意)に切り替えま
す。

2. サービスプロファイルまたは
サービスプロファイルテンプ

レートの場合、

compute-nodes-m5ではな
く、hx-nodes-m5をミラーリ
ングするブートポリシーを使

用します。

次のエラーのためにWindowsのインストールに失敗しま
した。

システム パーティションを検出できませんでした。

さらに、setupact.logでは、セットアップにより使用
可能なディスクを有効なブートデバイスとして検出でき

なかったことが示されています。

クラスタに異なるCPUタイプを組
み合わせて設定することはできま

せん。

互換性のないプロセッサが原因で移行が失敗しました。
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第 9 章

付録

• Cisco HyperFlexノードの設置（125ページ）
•ファブリックインターコネクトの設定（126ページ）
• WinSCPを使用してインストーラVMに isoと imgファイルをアップロードするには（130
ページ）

• DNSレコード（132ページ）
• HXサービスアカウントパスワードの更新（133ページ）

Cisco HyperFlexノードの設置
HyperFlexクラスタとノードの制限の詳細については、Cisco HXデータプラットフォームのリ
リースノートの最新バージョンで、 Cisco HXデータプラットフォームストレージクラスタ
仕様を参照してください。

CiscoHyperFlexノードのインストールの詳細については、次の表からそれぞれのリンクを参照
してください。

参照先インストール先のノードのタイプ

コンバージドノード

Cisco HyperFlex HX220cM5ノードインストー
ルガイド

HyperFlex HX220c M5ノード

Cisco HyperFlex HX240cM5ノードインストー
ルガイド

HyperFlex HX240c M5ノード

コンピューティング専用ノードは、3.0(1a)の Hyper-Vではサポートされていません重要
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ファブリックインターコネクトの設定
高度な可用性をもたらすため、ファブリックインターコネクトの冗長ペアを設定します。L1
または L2の高可用性ポート間で、イーサネットケーブルを使用して直接 2つのファブリック
インターコネクトに接続します。ファブリックインターコネクトAのポート L1はファブリッ
クインターコネクト Bのポート L1に接続し、ファブリックインターコネクト Aのポート L2
はファブリックインターコネクト BのポートL2に接続します。これにより、両方の FIがお
互いのステータスを継続的にモニタできます。

ファブリックインターコネクトを接続する前に、次の情報を確認して入手してください。

説明項目

•第1のファブリックインターコネクトのコンソー
ルポートが、コンピュータまたはコンソールサー

バに物理的に接続されている必要があります。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハ
ブ、スイッチ、またはルータに接続されている必

要があります。

•両方のファブリックインターコネクトのL1ポー
トが互いに直接接続されている必要があります。

•両方のファブリックインターコネクトのL2ポー
トが互いに直接接続されている必要があります。

ファブリックインターコネクトの物理

的な接続の確認。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

コンピュータ端末でのコンソールポー

トパラメータの確認。

初期設定に関する次の情報を収集します。

•システム名

• adminアカウントのパスワード

• 3つの静的 IPアドレス

• 3つの静的 IPアドレスのサブネットマスク

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

• DNSサーバの IPアドレス。

•システムのドメイン名

初期設定の情報の取得。
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両方のファブリックインターコネクトで、同じセットアッププロセスを実施する必要があり

ます。プライマリファブリックインターコネクトをセットアップし、クラスタ設定を有効に

します。同じプロセスを使用してセカンダリファブリックインターコネクトを設定すると、

最初のファブリックインターコネクトがピアとして検出されます。

GUIによるプライマリファブリックインターコネクトの設定
プライマリファブリックインターコネクトを設定するための下記の手順に従うか、「Cisco
UCS Manager Initial Setup part 1」をご覧ください。

IPv4アドレスは、hyperflexに必要です。Attention

Procedure

ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストのメッセージが表示さ

れます。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順6に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムがDHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの Ipv4アドレス。

•ファブリックインターコネクト上の管理ポートの Ipv4サブネットマスク。

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレ
ス。

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページ
に移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 8 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。

a) [Enable Clustering]オプションをクリックします。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric A]を選択します。
c) [クラスタ IPアドレス]フィールドに、Cisco UCSManagerで使用する IPv4アドレスアドレ
スを入力します。

ステップ 10 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」
が追加されます。クラスタ設定では、ファブ

リックAに割り当てられたファブリックイン
ターコネクトに「-A」が、ファブリック Bに
割り当てられたファブリックインターコネク

トに「-B」が追加されます。

[System Name]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminア
カウントに使用されるパスワード。

CiscoUCSManagerのパスワードのガイドライ
ンに適合する強力なパスワードを選択します。

このパスワードは空にできません。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminア
カウントに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポー

トの IPv4アドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポート

の IPv4サブネットマスクプレフィクス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力
したアドレスタイプに基づいて、シ

ステムから [Mgmt IP Netmask]また
は [Mgmt IP Prefix]への入力が求めら
れます。

Note

[Mgmt IP Netmask]フィールドまたは [Mgmt IP
Prefix]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポー

トに割り当てられるデフォルトゲートウェイ

IPv4アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力
したアドレスタイプに基づいて、シ

ステムから [Default Gateway]アドレ
スタイプへの入力が求められます。

Note

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てら

れる DNSサーバ IPv4アドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するド

メインの名前。

[Domain Name]フィールド
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ステップ 11 [Submit]をクリックします。`
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

GUIによる従属ファブリックインターコネクトの設定
従属ファブリックインターコネクトを設定するための下記の手順に従うか、「CiscoUCSManager
Initial Setup part 2」をご覧ください。

Procedure

ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示さ

れます。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順6に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムがDHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの Ipv4アドレス

•ファブリックインターコネクト上の管理ポートの Ipv4サブネットマスク

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレ
ス

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページ
に移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 8 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出し
ます。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。

a) [Enable Clustering]オプションを選択します。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric B]が選択されていることを確認します。

ステップ 10 [System Setup]領域の [Admin Password of Master]フィールドに Adminアカウントのパスワード
を入力します。

[Manager Initial Setup]領域が表示されます。

ステップ 11 [マネージャー初期セットアップ]で、以下を行います。
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説明フィールド

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv4アドレスを入
力します。

[Peer FI is IPv4 Cluster enabled. Please Provide
Local Fabric Interconnect Mgmt0 IPv4 Address]
フィールド

ステップ 12 [Submit]をクリックします。`

セットアップ操作の結果がページに表示されます。

WinSCPを使用してインストーラ VMに isoと imgファイ
ルをアップロードするには

ISOと IMGファイルのホストとしてインストーラVMを使用し、Hyper-Vをインストールする
ことを選択します。完了するには、インストーラにWindows ISOおよび Cisco HyperFlexドラ
イバイメージをアップロードする必要があります。

このガイドの目的は、WinSCPを使用し、利用可能な SCPクライアントを何でも使用できるよ
うになることです。

手順

ステップ 1 Windowsの SCPクライアントをダウンロードします。WinSCP（
https://winscp.net/eng/download.php）である可能性があり、ワークステーションにインストール
します。

ステップ 2 WinSCPからインストーラ VMに接続します。ユーザ名には「root」、パスワードには
「Cisco123」を使用してください。

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール
中にこれを変更する必要があります。ユーザーが入力した新しいパスワードを指定し

ない限り、インストールを続行できません。

重要
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ステップ 3 キーを受け入れ、キャッシュに追加します。
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ステップ 4 接続されたら、インストーラのフォルダ /var/www/localhost/images/を参照します。マシンにあ
るローカルファイルを参照します。

ステップ 5 ファイルを転送します。ブラウザの URLにアクセスする場合ファイル名をコピーできます：
http://<controller_IP>/images/ </controller_IP>

DNSレコード
ご使用の環境に追加する必要がある DNSレコードについては、以下のリストを参照してくだ
さい。

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername
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Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

HXサービスアカウントパスワードの更新
パスワードの期限が切れた場合、または自発的に変更された場合は、HXクラスタ内で新しい
パスワードを更新する必要があります。Cisco HXサービスアカウントのパスワードを更新す
るには、次の手順に従います。

VMとデータストアへのアクセスは、引き続き新しいパスワードなしで動作します。ただしク
ラスタで、アラート、システムステータス、サポートバンドル、データストアアクセスレ

ポートに問題が発生します。

（注）

始める前に

Cisco HXサービスアカウントのユーザー名が次の形式であることを確認します。

<username@domain.com>

手順

クラスタ内のいずれかのストレージコントローラノードから resethypervcred -uコマンドを

実行します。

例：

次に、コマンドの出力例を示します。
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root@cvmhv1:~# resethypervcred -u
Enter service admin name:administrator@domain.com
Enter service admin passwd:
Enter local admin name:administrator
Enter local admin passwd:
Hyperv creds updated successfully

各コントローラ vmに rootユーザとしてログインし、 hxHyperVSvcMgr の再起動を実行しま
す。

リセットとサービスの再起動が完了したら、HXサービスアカウントユーザとしてHXConnect
にログインし、ログインが機能し、HX Connectにクラスタ情報が表示されていることを確認
します。
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